
写真：｢豊岡市成人式｣（詳細は２～３ページ掲載）

今月号の主な内容
●豊岡市成人式 ２
●税の申告　　 4
●新庁舎建設工事の工期延長 7
●市政ニュース 20
●まちの話題 22
●くらしの情報  28
●豊岡偉人伝　 38

2013
（平成25年）

1月25日発行
第187号広報



広報とよおか　2013.1.25 2

▲中貝市長に誓いのことばを述べる
代表の２人

▲式典では、中貝市長などから祝福
と激励のことばが贈られた

▲式典前、久しぶりに会う友達に感
激

　１月13日、平成24年度豊岡市成人式を市民会館で開催しました。新成人対象者992人（男性
485人、女性507人）のうち、805人（男性397人、女性408人）が、あでやかな振り袖やはかま、スー
ツ姿で参加し、決意を新たにしました。
　式典では、東日本大震災で亡くなった方々へ黙とうがささげられました。また、中貝市長な
どがお祝いのことばを贈り、新成人を代表して川原友

ゆ
美
み
さんと長岡美紗さんが｢自分の言動に責

任と自覚を持ち、自分の人生の主人公として、目標に向かって挑戦していきます｣と誓いのこと
ばを述べました。
　また、式典後には、成人式実行委員会の主催で、思い出のフォトムービー･ビデオレターの上
映と、地元出身のクボタアツシさんのミニコンサートが行われ、20歳の門出に華を添えました。

《問合せ》生涯学習課人権・社会教育係☎23-0341

平成24年度 豊岡市成人式
992人が大人の仲間入り
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▲友人らとポーズ！

▲国歌斉唱

『すてきな夢とすてきな未来に向かって』
　新成人の皆さん、おめでとうございます。僕が20歳のころはアル
バイトの時間以外、無我夢中でギターを弾いていました。あまり人付
き合いをしていなかったことを少し後悔しています。でも、ギタリストと
いう夢を持てたこと、夢に向かって頑張れることをうれしく思っていま
す。皆さんも夢ややりたいことが見つかったら、大切にして頑張ってほ
しいと思います。皆さんの行く先が幸せに溢れた道でありますように̶。

クボタアツシさん（写真左･寿町出身）
　アコースティックギタリスト。ソ
ロギターを主体として活動し、さま
ざまなアーティストのサポート演奏
も行う。フィンガーピッキングコン
テスト2010〔㈱モリダイラ楽器主催〕
で優秀賞受賞

新成人に贈るメッセージ

　「自分は自分を
創っていく責任者」
たくさんの出会いと
経験に感謝し、自
分の言動に自覚と
責任を持ち、自分
らしい人生を歩ん
でいきます。

実行委員長・誓いのことば
川原友美さん（泉町）

　20年間の人生
の中で、私と出会
い育ててくださった
方々に感謝していま
す。自らの言動に
責任を持ち、春か
ら社会人として地域
に貢献したいです。

副実行委員長・式典司会
土井裕

ゆ
加
か
さん(日高町土居)

　今まで出会った
全ての人々に感謝
し、これまでのさま
ざまな経験を糧に
して、これからは
大人としての自覚
を持った振る舞い
をしたいです。

記念品受領
岸本幸

ゆき
奈
な
さん(九日市下町)

　20歳となり、周
りから大人として
扱われ期待される
かもしれませんが、
実際はまだ子ども
です。大人にな
れるように頑張りま
す。

花束贈呈
伊井海

かい
生
き
さん(弥栄町)

　20年間、多くの
人に支えられてきま
した。支えてくれ
た人に感謝し、社
会人として頑張っ
ていきたいです。

式典司会
藤原恵里さん(竹野町竹野)

　成人したといって
もまだまだ未熟で
す。20年間お世
話になった方々へ
の感謝を忘れず、
これからも成長し
続けたいです。

記念品受領
橋本彩

さや
香
か
さん(竹野町東大谷)

頑張りました
成人式実行委員の
20歳の誓い

　20歳となり、ま
だまだ未熟者です
が社会人、大人と
しての自覚と周り
への感謝の気持ち
を忘れず、責任を
持って行動したい
です。

花束贈呈
田村　梓

あずさ
さん(城崎町湯島)

　今まで、多くの
人との出会いがあ
りました。これから
も一つ一つの出会
いを大切にしなが
ら笑顔を忘れずに、
ますます成長し続
けていきたいです。

誓いのことば
長岡美紗さん(日高町土居)

　今まで支えてくれ
た家族や友達、関
わった全ての方々
に感謝の気持ちで
いっぱいです。20
年間で得たものを
胸に、日々成長し
ていきたいです。

ピアノ伴奏
田中みのりさん(上陰)

　成人式を迎えるこ
とができうれしく思っ
ています。これから
の人生、楽しいこと
ばかりではないと思
いますが、笑顔で
自分らしく頑張って
いきたいです。

アトラクション司会
瀬河莉枝さん(百合地)

　無事に成人式を
迎えられたことを何
よりも家族に感謝し
ています。これか
ら少しずつ立派な
大人へと成長し、
恩返しをしていきた
いです！

閉会あいさつ
井口智博さん(神奈川県川崎市)



税税
の
申
告
時
期
で
す

　
【
期
間
】
２
月
18
日（
月
）〜
３
月
15
日（
金
）

＝
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
!!
＝　

市
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
の
申
告

　
平
成
24
年
分
所
得
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
24
年
1
月

1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
1
年
間
の
所
得
を
計
算
の
上
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
申
告
の
対
象
は
、
所
得
税
、
個
人
事
業
税
、
市
県
民
税
、

国
民
健
康
保
険
税
で
す
。
申
告
相
談
会
場
お
よ
び
時
間
は
、
次
ペ
ー

ジ
の
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
業
規
模
の
大
き
い
方（
所
得
金
額
が
お
お
む
ね
3
0
0
万

円
を
超
え
る
方
）や
不
動
産
の
譲
渡
所
得
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

の
あ
る
方
、
青
色
申
告
を
す
る
方
は
、
税
務
署
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》税
務
課
市
民
税
係
☎
21

9
0
4
5
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◆
期
限
内
に
必
ず
申
告
を
!

　
申
告
書
は
、
所
得
証
明
書
、
老

齢
福
祉
年
金
、
福
祉
医
療（
老

人
医
療
等
）・
児
童
手
当
の
給
付
、

保
育
所
の
入
所
や
市
営
住
宅
入
居

な
ど
の
手
続
き
に
必
要
な
資
料
と

な
り
ま
す
。
申
告
が
な
い
と
、
こ

れ
ら
に
関
係
す
る
諸
証
明
書
が
発

行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
期
限
内
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
な
書
類
・
証
明
書
・
印
鑑

を
忘
れ
ず
に
!

　
相
談
に
お
越
し
に
な
る
前
に

「
平
成
25
年
度
市
県
民
税
申
告
の

手
引
」を
よ
く
読
み
、
帳
簿
な
ど

は
必
ず
整
理
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
来
庁
時
に
は
、
申
告
者
本
人

が
申
告
書
を
作
成
記
入
の
上
、
必

要
な
書
類
・
証
明
書
・
印
鑑
を
必

ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
帳
簿

の
整
理
が
で
き

て
い
な
い
場
合

や
、
必
要
書
類

が
な
い
場
合
は
、
相
談
を
お
断
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
3
月
15
日
の
申
告
期
限

間
近
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、所
得
税
・

消
費
税
の
申
告
を

す
る
方
は
税
務
署
、

じ
ば
さ
ん
但
馬
な

ど
で
の
申
告
相
談

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
の
必
要
な
方

　
平
成
25
年
1
月
1
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
24
年
中

に
所
得
の
あ
っ
た
次
の
方

・
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
方

　（「
低
所
得
者
軽
減
」の
関
係
で
、

　
所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申

　
告
書
の
提
出
が
必
要
な
場
合
が

　
あ
り
ま
す
）

・
給
与
所
得
の
ほ
か
に
所
得
の
あ

　
る
方

・
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
所
得
の

　
あ
る
方

・
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
寄

　
附
金
控
除
の
適
用
を
受
け
よ
う

　
と
す
る
方

◆
申
告
の
不
要
な
方

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

・
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

　
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
が

　
提
出
さ
れ
て
い
て
他
に
所
得
が

　
な
い
方

・
収
入
が
公
的
年
金

の
み
の
方（
年
金

額
に
よ
り
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※
扶
養
親
族
な
ど
で
申
告
の
不
要

な
方
で
あ
っ
て
も
、
所
得
課
税

証
明
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、

申
告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◆
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者　
　

　

医
療
対
象
の
方

　
税
法
で
は
申
告
が
不
要
な
場
合

で
も
、
後
期
高
齢

者
医
療
の
保
険
料

を
算
定
す
る
上
で
、

申
告
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
、
市
民
課
国
保
医
療

係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
市
県
民
税
申
告
書（
兼
国
民
健

康
保
険
税
申
告
書
）の
配
布

　
昨
年
に
市
県
民
税
申
告
書
を
提

出
し
、
今
年
も
申
告
が
必
要
と
思

わ
れ
る
方
に
は
、
1
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

■市県民税申告書兼国民健康保険税申告書提出の要否

所得税の確定申告をする

いいえ
はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

給与等の年末調整の内容に
変更がある 申告書を

提出して
ください

※ただし、
不要の場
合もあり
ますので、
詳細は問
い合わせ
てくださ
い

給与または公的年金以外に
所得がある

年の途中で退職などの異動
がある

給与または公的年金を２カ
所以上からもらっている

国民健康保険加入世帯であ
る

申告書の提
出は必要あ
りません

広報とよおか　2013.1.25 4



税の申告

申告相談会場・時間一覧表

■夜間相談
月日 相談会場 受付時間

３月１日
（金）

・市役所本庁東庁舎別館３階
・城崎総合支所
・竹野総合支所
・日高総合支所
・出石総合支所
・但東総合支所

18：00
〜
20：00

■休日相談
月日 相談会場 受付時間

３月10日
（日）

・市役所本庁東庁舎別館３階
・城崎総合支所
・竹野総合支所
・日高総合支所
・出石総合支所
・但東総合支所

８：30
〜
11：30
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◆
所
得
申
告
用
固
定
資
産
税
明
細

書
の
廃
止

　
所
得
税
、
市
県
民
税
申
告
用
と

し
て
希
望
者
の
方
に
お
渡
し
し
て

い
た「
所
得
申
告
用
固
定
資
産
税

明
細
書
」は
、「
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
」に
同
封
さ
れ
て
い
る
固

定
資
産
課
税
明
細
書
で
代
用
で
き

る
た
め
廃
止
し
ま
し
た
。

　
例
年
1
月
中
旬
に
、
全
て
の
加

入
世
帯
に
送
付
し
て
い
た「
国
民

健
康
保
険
税
納
付
済
額
の
お
知
ら

せ
」は
、
経
費
削
減
の
た
め
今
年

か
ら
廃
止
し
ま
し
た
。

　
所
得
申
告
に
は
、
証
明
書
類
の

添
付
は
不
要
で
す
の
で
、
前
年
の

1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
付
さ
れ

た
領
収
書
な
ど
で
計
算
し
た
金
額

を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
計
算
方

法
な
ど
が
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い（
電
話
で
納
付
済
額
を
回
答

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）。

《
問
合
せ
》税
務
課
収
税
係

　
☎
23

－

1
1
1
8

月　日

 申告相談会場

２月 ３月 相談時間
（ ）は受付時間
税務署以外は12：00～
13：00の間、相談を行っ
ていません。

18 19 20 21 22 25 26 27 28 １ 4 ５ ６ ７８ 11 12 13 14 15

月 火 水 木金月火水木金月火水木金月火水木金

豊岡税務署１階 ◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ ９：00～17：00

市役所本庁東庁舎別館３階
城崎総合支所
竹野総合支所
日高総合支所
出石総合支所
但東総合支所

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（８：30～16：00）

じばさん但馬６階 ● ●●●●●●● ●

（９：30～16：00）

城崎大会議館２階 ● ●
豊岡市商工会竹野支所１階 ● ● ●
豊岡市商工会日高支所２階 ●● ●● ●●
豊岡市商工会出石支所１階 ● ● ● ●
但馬ちりめん振興館 ● ●

※◎印は所得税の確定申告、●印は税理士による所得税の確定申告（土地・建物の譲渡所得に関す
る指導・相談は行っていません）、○印は市県民税・国民健康保険税の申告（所得税の申告も可）
の相談を行います。都合の良い日時・会場を利用してください。

※市役所本庁舎は、新庁舎建設工事のため、駐車場に限りがあります。お越しの際はできるだけ豊
岡駅前駐車場または公共交通機関を利用してください。

※豊岡税務署は、駐車場に限りがあります。お越しの際はできるだけ公共交通機関を利用してくだ
さい。

※市役所本庁および各総合支所での申告相談の午前の受付は11時30分までです。人数制限をしてい
ますので、早めに終了する場合があります（夜間相談・休日相談も人数制限をします）。

国
民
健
康
保
険
に

加
入
の
皆
さ
ん
へ
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平
成
25
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

個
人
市
県
民
税
の
主
な
改
正
内
容

平
成
24
年
分
農
業
所
得
申
告

　
生
命
保
険
料
控
除
と
し
て
、
今

ま
で
の
一
般
生
命
保
険
料
控
除
、

個
人
年
金
保
険
料
控
除
に
加
え
て
、

新
た
に「
介
護
医
療
保
険
料
控
除
」

が
設
け
ら
れ
ま
す
。

◆
平
成
24
年
1
月
1
日
以
後
に
締

結
し
た
保
険
契
約
等（
新
契
約
）

に
係
る
生
命
保
険
料
控
除

  

介
護
医
療
保
険
料
控
除
が
加
わ

り
、
一
般
生
命
保
険
料
控
除
、
個

人
年
金
保
険
料
控
除
の
そ
れ
ぞ
れ

の
適
用
限

度
額
が
2 

万
8
千
円

と
な
り
ま

す（
た
だ

し
、
各
種

保
険
料
控

除
の
合
計

適
用
額
は

7
万
円
）。

控
除
額
の

計
算
方
法

は
、
表
1
の
と
お
り
で
す
。

◆
平
成
23
年
12
月
31
日
以
前
に
締

結
し
た
保
険
契
約
等（
旧
契
約
）

に
係
る
生
命
保
険
料
控
除

  

今
ま
で
と
同
様
の
一
般
生
命
保

険
料
控
除
、個
人
年
金
保
険
料
控
除

を
適
用
し
ま
す（
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用

限
度
額
は
3
万
5
千
円
で
、
合
計

適
用
額
は
7
万
円
）。控
除
額
の
計

算
方
法
は
、
表
2
の
と
お
り
で
す
。

◆
新
契
約（
平
成
24
年
1
月
1
日

以
降
締
結
分
）と
旧
契
約（
平
成

23
年
12
月
31
日
以
前
締
結
分
）

の
双
方
に
つ
い
て
保
険
料
控
除

の
適
用
を
受
け
る
場
合
の
控
除

額
の
計
算

　
新
契
約
と
旧
契
約
の
双
方
の
支

払
保
険
料
に
つ
い
て
一
般
生
命
保

険
料
控
除
ま
た
は
個
人
年
金
保
険

料
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に

は
、
一
般
生
命
保
険
料
控
除
ま
た

は
個
人
年
金
保
険
料
控
除
の
控
除

額
は
、
次
の
①
お
よ
び
②
の
金
額

の
合
計
額（
上
限
2
万
8
千
円
）に

な
り
ま
す
。

①
新
契
約
の
支
払
保
険
料
は
、
表

1
に
よ
り
計
算
し
た
金
額

②
旧
契
約
の
支
払
保
険
料
は
、
表

2
に
よ
り
計
算
し
た
金
額

生
命
保
険
料
控
除

          
の
改
正

＜表１　新契約に係る生命保険料控除額＞

＜表２　旧契約に係る生命保険料控除額＞

年間の支払保険料 控除額
　 12,000円以下 支払保険料の金額
　 12,000円超　
　 32,000円以下

支払保険料の金額
×１／２＋6,000円

　 32,000円超　
　 56,000円以下

支払保険料の金額
×１／４＋14,000円

　 56,000円超 28,000円

年間の支払保険料 控除額
　 15,000円以下 支払保険料の金額
　 15,000円超
　 40,000円以下

支払保険料の金額
×１／２＋7,500円

　 40,000円超
　 70,000円以下

支払保険料の金額
×１／４＋17,500円

　 70,000円超 35,000円

　
農
業
所
得
は
収
支
計
算
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
業
所
得
以
外
に
給
与
所
得
な

ど
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
各
種
所

得
を
合
算
し
て
市
県
民
税
の
申
告

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
収
支
計
算
を
す
る
際
の
土
地
改

良
費
に
つ
い

て
、
賦
課
金

が
10
ア
ー
ル

当
た
り
1
万

円
以
上
の
場

合
は
、
賦
課

金
に
含
ま
れ

て
い
る
永
久

資
産
相
当
分
が
必
要
経
費
と
し
て

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
賦
課
金
が

1
万
円
以
上
の
土
地
改
良
区
等
に

つ
い
て
、
控
除
額
を
次
の
と
お
り

算
出
し
ま
し
た
の
で
、
収
支
計
算

を
す
る
際
に
、
当
該
控
除
額
を
土

地
改
良
費
の
必
要
経
費
と
し
て
計

上
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
表
に
な
い
土
地
改

良
区
等
の
賦
課
金
は
、
10
ア
ー
ル

当
た
り
1
万
円
未
満
の
た
め
、
支

払
っ
た
賦
課
金
額
を
必
要
経
費
と

し
て
計
上
し
て
く
だ
さ
い（
城
崎
、

竹
野
、
但
東
地
域
に
は
1
万
円
以

上
の
土
地
改
良
区
は
あ
り
ま
せ

ん
）。

　
ま
た
、
支
払
額
の
分
か
る
領
収

書
等
は
必
ず
7
年
間
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

農
業
所
得
申
告

■土地改良費控除額（10アール当たり）
地域 名称 控除額

豊岡

福江土地改良区 経常、事業分 10,505円

森津土地改良区 一般分 22,263円
特別分 18,956円

八幡土地改良区 33,172円
日高 国府平野土地改良区 10,137円

出石 中川土地改良区 田 27,192円
畑 23,692円

出石北土地改良区 田 11,608円
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ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
完
成
後
の
予
定
は
?

　
新
庁
舎
完
成
後
、
8
月
に
全
て

の
本
庁
部
署（
健
康
福
祉
部
、
上

下
水
道
部
を
除
く
）を
新
庁
舎
へ

移
転
し
ま
す
。

　
移
転
後
は
、
南
庁
舎
、
北
庁
舎
、

東
庁
舎
別
館
を
解
体
し
、
外
構
工

事
を
行
い
ま
す
。

　

3
月
25
日
の
完
成
を
目
指
し
進
め
て
き
た
新
庁
舎
建
設
工
事
は
、

不
測
の
事
態
で
工
期
内
の
完
成
が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
工
期
を
延
長
す
る
た
め
の
手
続
き
を
議
会
で
審
議
い
た

だ
き
、
7
月
25
日
ま
で
4
カ
月
延
長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》新
庁
舎
建
設
室
☎
21

－

9
0
2
0

　
新
庁
舎
建
設
工
事
は
、
不
測
の

事
態
に
よ
り
、
工
事
に
遅
れ
が
生

じ
ま
し
た
。
3
月
の
完
成
を
目
指

し
工
事
の
遅
れ
を
短
縮
し
よ
う
と

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
工
期
内
の

完
成
が
難
し
く
、
こ
の
た
び
7
月

25
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
周
辺
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
工

事
車
両
の
出
入
り
な
ど
、
大
変
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
一

日
も
早
く
完
成
で
き
る
よ
う
鋭
意

努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
工
事

の
進
行
に

ご
理
解
と

ご
協
力
を

お
願
い
し

ま
す
。

■
工
事
が
遅
れ
た
原
因
は
?

　
建
設
工
事
着
手
後
、
敷
地
内
に

土
壌
汚
染
対
策
法
の
規
定
に
基
づ

く
指
定
基
準
値
を
超
え
た
土
壌
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
当
時
、
平
成
23
年
7
月
の
同
法

施
行
規
則
の
改
正
ま
で
着
手
で
き

な
い
工
事
が
あ
り
、
そ
の
間
に
先

行
し
て
現
本
庁
舎
の
改
修
工
事
を

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
設
計
時
に
は
予
測
で

き
な
か
っ
た
躯く

体
の
不
具
合
が
判

明
し
、現
本
庁
舎
の
補
修
工
事（
予

定
外
）を
行
う
必
要
が
生
じ
ま
し

た
。
こ
の
補
修
工
事
が
原
因
と
な

り
、
工
期
内
に
工
事
を
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

■
追
加
費
用
が
必
要
な
の
?

　
補
修
工
事
に
係
る
費
用
は
、
工

事
内
容
の
変
更
で
対
応
し
て
い
ま

す
の
で
、
工
期
延
長
に
伴
う
追
加

費
用
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

■
現
在
の
工
事
の
状
況
は
?

　
7
階
建
て
の
新
庁
舎（
高
層
棟
）

は
躯
体
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
各

室
の
間
仕
切
り
な
ど
、
仕
上
げ
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
本
庁
舎
は
外
装
工
事
が
完
了

し
、
間
も
な
く
足
場
が
解
体
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
た
、

あ
の
姿
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

※
工
事
の
状
況
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

▲南側から見た工事現場の様子。現本庁舎の後方から新庁舎の姿が…

間仕切りのない新庁舎執務室（１階）設備工事が進む現本庁舎（１階）

新庁舎建設工事の
工期を延長します
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多
く
の
体
力
構
成
要
素
は
、
30

歳
代
を
ピ
ー
ク
に
年
々
低
下
し
て

い
き
ま
す
。

☆
一
人
一
人
に
適
し
た

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

　
簡
単
な
体
力
測
定
と
普
段
の
活

動
量
か
ら
、
個
別
の
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
案
し
ま
す
。

※
個
別
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
で
、

ど
な
た
で
も
効
果
が
出
や
す
く
、

か
つ
安
全
に
行
え
ま
す
。

☆
教
室
の
仲
間
の
存
在
と

指
導
者
が
運
動
継
続
を
支
援

　
自
宅
で
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

と
も
に
、
週
1
回
教
室
に
集
ま
っ

て
楽
し
く
み
ん
な
で
行
い
ま
す
。

※
ス
タ
ッ
フ
は
、
個
々
の
体
力
や

生
活
ス
タ
イ
ル
に
沿
っ
た
実
施

方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
は
、
科
学

的
根
拠
に
基
づ
く
運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
教
室（
1
回
）と
自
宅
で
行
う

健
康
運
動
教
室
で
す
。

　
こ
の
教
室
に
は
、
今
ま
で
三
日

坊
主
だ
っ
た
運
動
が「
無
理
な
く

身
に
付
く
秘
訣
」が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の「
や
る
気
」を

「
見
え
る
化
」で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

 

そ
の
1

　
個
人
の
体
力
を
年
齢（
体
力
年

齢
）で「
見
え
る
化
」!

 

そ
の
2

　
歩
数
な
ど
の
運
動
の
実
施
量
や

体
重
な
ど
の
変
化
を
グ
ラ
フ
で

「
見
え
る
化
」!

 

そ
の
3

　
専
用
歩
数
計
で
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
歩
数
を「
見
え
る
化
」!

 

そ
の
4

　
目
標
に
対
す
る
運
動
実
施
量
を

レ
ポ
ー
ト
で「
見
え
る
化
」!

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

春
か
ら
始
め
る「
体
質
改
善
」!

市
の
運
動
教
室
の
参
加
者
募
集

●
77
歳
女
性
…
肩
こ
り
が
改
善

し
た

●
59
歳
女
性
…
脚
が
軽
く
上
が

る
よ
う
に
な
っ
た

●
65
歳
男
性
…
中
性
脂
肪
が
改

善
し
た

　
他
に
も
効
果
多
数
!

三
日
坊
主
だ
っ
た
運
動
が
、

無
理
な
く
続
く
!

皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

教
室
参
加
者
の
声

募
集
内
容

■会場・コース・定員等
地域 会場 曜日 コース 時間 定員（先着順）

竹野

竹野
健康福祉センター 木 B 10：00～12：00 18人

北前館 水 C 13：30～15：00 15人

日高 日高
健康福祉センター 火 C 13：30～15：30 18人

出石 出石
健康福祉センター 金 C 13：30～15：00 10人

但東 但東
健康福祉センター 火 B 10：00～12：00 18人

地域 開催日 会場
竹野 １月31日（木）竹野総合支所

日高 ２月１日（金）日高農村環境改善センター

出石 １月30日（水）出石健康福祉センター

但東 １月28日（月）但東健康福祉センター
※時間：午後２時～４時
※詳細は、１月10日発行の市広報紙を
ご覧ください。

▽
期
間
　
4
〜
9
月（
6
カ
月
間
）

※
週
1
回
で
全
24
回

▽
対
象
　
20
歳
以
上
の
市
民

※
た
だ
し
、
整
形
・
循
環
器
疾
患

等
治
療
中
の
方
は
、
主
治
医
の

許
可
の
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

▽
料
金
　
月
額
千
円

※
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
歩
行
を

中
心
と
し
た
有
酸
素
運
動
と
筋

肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
自
宅
と

教
室
で
行
い
ま
す
。
教
室
で
の

有
酸
素
運
動
は
、
北
前
館
で
は

踏
み
台
運
動
、
そ
の
他
の
会
場

は
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
で
す
。

※
北
前
館
会
場
は
、
運
動
教
室
終

了
後
に
無
料
で
入
浴
可
能
で
す
。

☆
体
験
教
室
の
お
知
ら
せ

　
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
に
興
味
を

持
っ
た
方
を
対
象
に
、
体
験
教
室

を
開
催
し
ま
す（
要
申
込
み
）。

▲教室の様子 ▲体力年齢、運動実施量を「見える化」

新帳票

「何か
始めたい」
40歳・
50歳代

「自分に合った
運動をしたい」
60歳・70歳代
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ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
の
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
・
ト
レ
ー
ニン
グ
ジ

ム
・
温
水
プ
ー
ル
を
活
用
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
運
動
が
体
験
で
き
る
、
初

心
者
向
け
の
教
室
で
す
。

　
小
グ
ル
ー
プ
制
で
、
個
人
の
体

力
に
応
じ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
案
し
ま
す
。

　「
1
人
で
は
運
動
が
続
か
な
い
」

と
い
う
方
、
仲
間
と
一
緒
に
楽
し

く
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

▽
期
間
　
4
〜
9
月（
6
カ
月
間
）

※
週
1
回
で
全
24
回

▽
対
象
　
65
歳
以
上
の
市
民

※
た
だ
し
、
治
療
中
の
疾
患
が
あ

る
方
は
、
主
治
医
の
意
見
書
に

よ
る
確
認
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▽
料
金
　
月
額
千
円

▽
会
場
　
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

▽
定
員
　
各
コ
ー
ス
20
人（
先
着

順
）

▽
コ
ー
ス
　
左
表
の
と
お
り

　
金
曜
日

コ
ー
ス
に

限
り
、
運

動
教
室
終

了
後
、ク
ッ

キ
ン
グ
教

室
を
開
催
し
ま
す（
希
望
者
）。

▽
内
容
　
調
理
実
習
、
栄
養
士
の

講
話

▽
料
金
　
千
円（
全
6
回
コ
ー
ス
）

「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」

「
は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」共
通

▽
申
込
期
間
　
2
月
5
日（
火
）〜

20
日（
水
）

※
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
対
象
事
業

　（
月
5
0
0
ポ
イ
ン
ト
）

※
教
室
を
卒
業
後
1
年
が
経
過
し

て
い
る
方
は
、
再
度
参
加
可
能

で
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
増
進

課
成
人
保
健
係

　
☎
24

1
1
2
7

　
年
齢
と
と
も

に
変
化
す
る
体

の
肉
体
改
造
や

体
質
改
善
を
応

援
す
る
た
め

「
体
力
測
定
・

運
動
相
談
」を

開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
日
　
2
月
2
日（
土
）、
3

月
2
日（
土
）

▽
受
付
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後

8
時

▽
場
所
　
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

▽
対
象
　
20
歳
以
上
の
市
民

▽
定
員
　
50
人

▽
内
容
　
簡
単
な
体
力
測
定
、
体

組
成
測
定
、
運
動
相
談（
自
宅

で
で
き
る
運
動
プ
ラ
ン
の
提
案
）

　
65
歳
か
ら
の
運
動
教
室

は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

　
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
で
行
う

体
力
測
定
・
運
動
相
談

●
30
代
女
性
…
丁
寧
な
対
応
で
、

個
別
相
談
も
で
き
た
の
で
良

か
っ
た

●
30
代
男
性
…
意
外
な
自
分
の

体
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
み
ん
な
で
参
加
し
た
い

●
姿
勢
を
意
識
し
て
過
ご
す
よ

う
に
な
っ
た

●
プ
ー
ル
が
お
勧
め
。
足
腰
が

悪
く
て
も
安
心

参
加
者
の
声

教
室
参
加
者
の
声

募
集
内
容

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

コース 時　間

月曜日 14：00～15：30

火曜日 10：30～12：00

水曜日 14：00～15：30

金曜日 ９：30～11：00

▲椅子を使った体操

▲ウォーキングマシーンでのトレーニング

▲全身反応時間測定

▽
料
金
　
無
料

▽
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
ウ
ェ
ル
ス

ト
ー
ク
豊
岡
総
合
受
付
窓
口

　
☎
24

0
5
8
2

ボディスキャ
ンでは、体脂
肪率や筋肉量、
水分率などを
測定すること
ができます。
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今
回
は
、「
風
景
づ
く
り
の
基
本

的
な
考
え
方
」で
す
。

　

大
切
な
景
観
を
守
り
、
育
み
、

課
題
を
改
善
し
つ
つ
新
た
な
魅
力

と
活
力
の
あ
る
景
観
を
造
り
出
し

て
い
く
た
め
に
、
市
全
域
を
景
観

計
画
区
域
と
し
て
い
ま
す
。

▼「
や
ま
・
う
み
・
さ
と
の
区
域
」

　

山
・
海
・
川
の
自
然
地
、
田
園
、

集
落
な
ど
か
ら
な
る
区
域
で
す
。

▼「
ま
ち
の
区
域
」

　

用
途
地
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る

区
域
や
指
定
な
ど
が
検
討
さ
れ
て

い
る
区
域
、
お
よ
び
住
宅
が
立
ち

並
び
、
歴
史
的
な
景
観
を
有
し
て

い
る
区
域
で
す
。

　

ま
た
、
景
観
上
特
に
重
要
な
地

区
で
あ
る
出
石
城
下
町
地
区
、
城

崎
温
泉
地
区
お
よ
び
江
原
駅
東
地

区
を「
景
観
形
成
重
点
地
区
」に
指

定
し
、
今
後
も
新
た
な
地
区
を
指

定
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

　

地
域
固
有
の
景
観
の
価
値
を
み

ん
な
の
大
切
な
財
産
と
し
て
認
識

し
、「
豊
岡
、風
景
の
も
の
が
た
り
」

と
し
て
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め

の
基
本
理
念
を
、「
私
た
ち
は
、
人

と
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
共
に
暮
ら
せ
る

『
豊
岡
ら
し
い
風
景
』を
守
り
育
て

ま
す
!
」と
定
め
ま
す
。

　

風
景
づ
く
り
の
方
針
は
、
風
景

づ
く
り
の
基
準
の
意
味
を
理
解
す

る
と
き
の
手
掛
か
り
で
も
あ
り
、

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
風
景

の
成
り
立
ち
と
基
準
の
理
解
を
つ

な
ぐ
役
割
を
担
い
ま
す
。

◆
次
回（
3
月
25
日
号
）は
、「
風
景

づ
く
り
の
推
進
方
策
」を
掲
載

し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
宝
物「
地
域
固
有
の
素
晴
ら
し

い
風
景
」を
、
大
切
に
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

豊
岡
の
景
観
に
つ
い
て
、
隔
月
で
掲
載
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
景
観
政
策
係
☎
23

－

1
7
1
2

市
全
域
が
景
観
計
画
の
区
域

風
景
づ
く
り
の
基
本
理
念

風
景
づ
く
り
の
方
針

景
観
シ
リ
ー
ズ
5

  
風
景
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
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受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
加
入
の
種
別　

　

加
入
者
は
職
業
な
ど
に
よ
り
三

つ
の
種
別
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
や
保
険
料
の

納
付
方
法
が
違
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
ん
で
い

る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
全
て
の
方

が
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
、
高

齢
者
の
生
活
を
支
え
る「
世
代
間

扶
養
」の
仕
組
み
と
な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
老
後
の
生
活
保
障
だ
け

で
な
く
、
若
い
う
ち
に
障
害
を
負
っ

た
場
合
や
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も

「
障
害
年
金
」や「
遺
族
年
金
」で
、

本
人
や
家
族
を
支
え
ま
す
。
万
一

の
病
気
や
事
故
で
も
サ
ポ
ー
ト
す

る
公
的
年
金
制
度
で
、
国
が
責
任

を
持
って
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

加
入
の
届
け
出
は
、
20
歳
の
誕

生
日
前
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
国

民
年
金
加
入
の
案
内
と
資
格
取
得

届
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
役
所
ま

た
は
各
総
合
支
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に

加
入
中
の
方
に
は
届
き
ま
せ
ん
。

　

加
入
の
届
け
出
漏
れ
や
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
年
金
を

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
、基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
2
月
9
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
2
月
4
日（
月
）・
12
日（
火
）・
18

日（
月
）・
25
日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所

　

☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

結
婚
ま
た
は
就
職
・
転
職
な
ど

で
加
入
す
る
種
別
が
変
わ
っ
た
と

き
は
、
速
や
か
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

■
年
金
手
帳

　

公
的
年
金
制
度
で
は
、
全
て
の

制
度
に
共
通
の
基
礎
年
金
番
号
が

使
わ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
・

共
済
年
金
に
加
入
す
る
と
基
礎
年

金
番
号
が
記
載
さ
れ
た
年
金
手
帳

（
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
）が
日
本

年
金
機
構
か
ら
交

付
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
に
よ
り
加
入

記
録
な
ど
が
管
理
さ
れ
る
た
め
、

年
金
に
関
す
る
手
続
き
の
際
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料

　

第
1
号
被
保
険
者
の
平
成
24
年

度
保
険
料
月
額
は
、
1
万
4
9
8 

0
円
で
す
。
支
払
方
法
は
、
納
付

書
に
よ
る
現
金
納
付
、
口
座
振
替
、

ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
前
納
に
よ
る

割
引
も
あ
り
ま
す
の
で
、
豊
岡
年

金
事
務
所
、
市
役
所
、
ま
た
は
各

総
合
支
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
加
入
者

本
人
は
も
ち
ろ

ん
世
帯
主
や
配

偶
者
に
も
納
付

の
義
務
が
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
所

得
が
少
な
い
、

ま
た
は
無
職
で

あ
る
な
ど
の
理
由
で
、
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、「
保
険
料

免
除
制
度
」ま
た
は「
若
年
者
納
付

猶
予
制
度（
30
歳
ま
で
）」が
あ
り

ま
す
。
要
件
や
添
付
書
類
の
確
認

の
た
め
、
豊
岡
年
金
事
務
所
、
市

役
所
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
で
相

談
・
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
の
方
は
学
生
本
人
の
前

年
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
れ
ば
、

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
利
用

で
き
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
の
両
面
コ
ピ
ー
、
年
金
手

帳
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
市
役
所

ま
た
は
各
総
合
支
所
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
、

　
　

20
歳
は
国
民
年
金
に

　
　

加
入
す
る
年
齢
で
す

第
1
号
被
保
険
者
で

保
険
料
納
付
が
困
難
な
方

種別 職業など 加入の届け出 保険料

第１号被保険者
　自営業者、学
生、アルバイト、
無職の方

　加入者本人が
市役所または各
総合支所で行い
ます。

　加入者本人が納
付します。

第２号被保険者 　会社員・公務員など
　勤務先が行い
ます。

　給料から天引き
され、勤務先が納
付します。

第３号被保険者
　会社員・公務
員に扶養されて
いる配偶者

　扶養している
配偶者の勤務先
が行います。

　なし
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0

20

40

60

80

100
（％）

胃がん 肺がん 結腸がん
【がんの種類】

直腸がん 乳がん 子宮がん

検（健）診以外でがんが発見された場合検（健）診でがんが発見された場合

87.8

53.3
45.8

16.3

92.6

63.8

90.4

60.2

92.8

83.7

94.1

71.3

●
発
が
ん
物
質
が
遺
伝
子
を
傷
付

け
、
が
ん
が
で
き
ま
す

　

た
ば
こ
に
は
発
が
ん
物
質
が
含

ま
れ
て
お
り
、
こ
の
物
質
が
細
胞

健
康
か
わ
ら
版

　

日
本
人
の
2
人
に
1
人
が
が
ん

に
な
り
、
3
人
に
1
人
が
が
ん
で

死
亡
し
て
い
ま
す
。
が
ん
検
診
を

定
期
的
に
受
け
る
こ
と
で
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
可
能
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

が
ん
検
診
を
受
け
、
無
症
状
の

う
ち
に「
が
ん
」を
早
期
に
発
見
し
、

治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
が

ん
の
発
見
が
、
検
診
の
場
合
と
検

診
以
外
の
場
合
と
で
は
、
そ
の
後

の
生
存
率（
5
年
）が
大
き
く
異

な
っ
て
い
ま
す（
下
表
参
照
）。

　

が
ん
を
早
く
治

療
す
る
こ
と
で
、

死
亡
の
危
険
度
を

軽
減
で
き
ま
す
。

の
遺
伝
子
に
傷
を
付
け
ま
す
。
こ

の
傷
は
通
常
、
か
ら
だ
の
働
き
で

す
ぐ
に
修
復
さ
れ
ま
す
が
、
う
ま

く
修
復
で
き
な
い
場
合
、
細
胞
が

が
ん
化
し
、
増
殖
し
ま
す
。

●
発
が
ん
物
質
は
肺
だ
け
で
な
く
、

　
全
身
に
ば
ら
ま
か
れ
ま
す

　

発
が
ん
物
質
は
、
た
ば
こ
の
煙

を
吸
う
こ
と
で
、
口
、
の
ど
、
気

管
支
か
ら
肺
に
入
り
ま
す
。
し
か

も
、
唾
液
と
と
も
に
飲
み
込
ま
れ
、

食
道
、
胃
、
腸
な
ど
の
消
化
器
官

を
は
じ
め
と
し
て
、
全
身
に
ば
ら

ま
か
れ
ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
う
人

と
吸
わ
な
い
人
と
を
比
較
す
る
と
、

吸
う
人
は
明
ら
か
に
発
が
ん
の
リ

ス
ク
が
増
え
ま
す
。

●
た
ば
こ
へ
の
依
存
に
は
2
つ
の

種
類
が
あ
り
ま
す

　
市
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
に
関
す
る
情
報
や
取
組
み
を
12
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届

け
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
!!

な
ぜ
、
が
ん
検
診
？

が
ん
　
と
　
た
ば
こ

がん検診イメージキャラクター

　

禁
煙
を
始
め
て
み
た
の
に
、
い

つ
の
間
に
か
…
。
こ
れ
は
意
志
の

問
題
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次

の
2
つ
の
依
存
が
あ
る
か
ら
で
す
。

・
身
体
的
依
存　
ニコ
チ
ン
な
し
で

は
脳
内
の
活
動
が
正
常
に
機
能

し
な
い
状
態
に
な
る
も
の（
い
わ

ゆ
る「
ニコ
チ
ン
依
存
症
」）

・
心
理
的
依
存　

無
意
識
に
手
が

伸
び
る
、
ス
ト
レ
ス
が
解
消
で

き
な
い
な
ど
、
習
慣
か
ら
く
る

も
の

●
禁
煙
を
成
功

さ
せ
る
に
は

医
学
的
な
サ

ポ
ー
ト
も

　

禁
煙
中
の
イ
ラ

イ
ラ
や
集
中
力
の

低
下
な
ど
の
禁

断
症
状
を
乗
り

切
る「
禁
煙
補
助

薬
」も
い
く
つ
か

出
て
い
ま
す（
ニコ

チ
ン
ガ
ム
製
剤
・

ニ
コ
チ
ン
パッ
チ
な

ど
）。

　

医
学
的
な
経

験
と
専
門
知
識

の
サ
ポ
ー
ト
を

得
る
の
も
、
禁

煙
成
功
の
一
つ

の
方
法
で
す
。

《
す
こ
や
か
市
民
健
診
》

　

が
ん
検
診
は
、
市
の
実
施
す
る

「
す
こ
や
か
市
民
健
診
」で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【ニコチン依存度テスト】
　合計６点以上は、重症のニコチン依存症です。

質　問
回答（点数）

（2） （1） （0）
朝、起床後何分で最初の喫煙をしますか。 30分以内 31分以後
寺院や図書館、映画館など、喫煙を禁じ
られている場所での禁煙は難しいですか。 はい いいえ

１日の喫煙の中で、どれが一番やめにく
いですか。

朝最初の
１本 その他

１日に何本吸いますか。 26本以上 16～25本 15本以下
他の時間帯より、起床後数時間に多く喫
煙しますか。 はい いいえ

ほとんど１日中、床に伏しているような
病気のときでも喫煙しますか。 はい いいえ

あなたのよく吸う銘柄のニコチン含有量
はどのくらいですか。

1 . 3m g以
上

1 . 0～1 . 2 
mg

0 . 9m g以
下

どのくらいの頻度で深く吸い込みますか。いつも 時々
（厚生労働省　最新たばこ情報「健康ネット」参考）

発見経緯別５年相対生存率（がんの統計'05から）

口腔がん
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  《応募資格》昭和28年４月２日以降に生まれた方
 《受付期間》１月25日（金）～２月８日（金）午前８時

30分～午後５時15分　
　　　　　※土・日曜日を除く
 《選考方法》面接試験。ただし、公民館主事は面接

試験と作文試験、発掘調査員は面接試
験と実技試験（出土品の略図作成）

職　種 募集人数 応募資格 職務内容 勤務条件（予定）

家庭相談員 １人

　普通自動車運転免許を
所持し、保健師、心理士、
保育士、社会福祉士、ま
たは教諭として福祉・教
育現場において２年以上
の実務経験がある方

　育児・教育・障害・
虐待など、家庭内にお
ける子どもや保護者に
関する各種相談および
家庭支援業務など

報酬：月額159,700円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

放課後
児童クラブ
指導員A

１人
　保育士資格、もしくは
幼稚園・小学校・中学校・
高等学校教諭普通免許所
持者、または平成25年３
月末までに取得できる方

　幼稚園その他に設置
の放課後児童クラブで
の児童の安全管理、生
活指導および遊びの指
導など

報酬：月額159,700円
勤務：週６日（35時間）
休日：日曜日の週１日

同
指導員B １人

報酬：月額115,400円
勤務：週５日（26時間）
休日：土・日曜日の週２日

同
指導補助員 ３人 　同指導補助など

報酬：時間給880円
勤務：週５日（23時間）
休日：土・日曜日の週２日

パート
保育補助員・
調理補助員

１人 　保育・調理に意欲のあ
る方

　高橋認定こども園で
の午前７時30分～午後
７時のうち朝または夕
方５時間の保育補助お
よび調理補助など

報酬：月額128,200円
勤務：週６日（30時間）
休日：日曜日の週１日

パート
保育補助員 １人 　保育に意欲のある方

　合橋認定こども園で
の午前７時30分から早
朝約２時間の保育補助
など

報酬：月額51,300円
勤務：週６日（12時間）
休日：日曜日の週１日

公民館主事 １人

　普通自動車運転免許を
所持し、健康で各種学級・
講座の開設やスポーツ・
レクリエーション活動の
実施など、生涯学習の推
進に意欲のある方

　地区公民館での生涯
学習推進活動に関する
業務など（各種事業の
企画、実施など）

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：火曜日（１館のみ木曜

日）と他の１日の週２日
　　　（ただし、夜の会議な

どの対応をいただく
必要があります）

指導補助
教員 １人 　小学校または中学校教

諭普通免許所持者
　小学校または中学校
での指導補助など

報酬：月額159,700円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

特別支援
教育介助員 １人

　幼稚園、小学校または
中学校教諭普通免許所持
者

　特別支援学級などで
の支援業務など

報酬：幼稚園は日額6,100円、
　　　小・中学校は日額7,400円
勤務：週５日（幼稚園は30時

間、小・中学校は35
時間）

休日：土・日曜日の週２日

発掘調査員 ２人

　普通自動車運転免許を
所持し、大学などで考古学
関係の勉強をした方、ま
たは発掘調査に携わった
経験のある方

　文化財の遺跡調査現
場での発掘調査業務お
よび関連事務など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

《特　　記》
・応募資格中、普通自動車運転免許所持者は、実運転経験年数が１年以上で、申込以前１年以上無
事故無違反、かつ、過去５年間に軽微な事故、違反（減点２点以下）が２回までの方に限ります。

・パート保育（調理）補助員を除き、執務時にパソコン（エクセル・ワード）操作を必要とします。
《雇用期間》 ４月１日～平成26年３月31日

　　　　　※日時、場所は後日連絡します。
 《申込方法》申込書（職員課に備付けのもの）に必要

事項を記入の上、資格・免許等の写し
を添えて提出してください（持参希望）。

　　　　　※応募は上記職種のうちの１職種に限り
ます。

 《申込み・問合せ》職員課（東庁舎別館２階）☎23-1326

平成25年度採用　豊岡市非常勤嘱託職員募集
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N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」②

「
川
崎
尚し

ょ
う

之の

助す
け

」ゆ
か
り
の
場
所

　

市
ま
た
は
教
育
委

員
会
が
後
援
す
る
行

事
や
催
し
物
は
、
後

援
名
義
が
使
用
承
認

さ
れ
れ
ば
自
動
的
に
3
割
減
免
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

後
援
に
よ
る
支
援
と
減
免
に
よ
る

支
援
と
で
、
二
重
に
支
援
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
ま
た
は
教
育
委
員
会
名
に
よ

る
後
援
は
、
実
施
事
業
の
社
会
的

信
用
を
増
す
と
と
も
に
、
よ
り
事

業
の
効
果
や
成
果
が
高
ま
る
こ
と

な
ど
を
期
待
し
て
使
用
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
直
接
、
使
用
料
の
減

免
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
全
施
設
の
実
態
把

握
な
ど
を
踏
ま
え
、
受
益
者
負
担

の
原
則
、
施
設
使
用
の
公
平
性
な

ど
の
観
点
か
ら
、
後
援
に
係
る
施

設
使
用
料
の
3
割
減
免
を
廃
止
す

る
こ
と
と
し
、
4
月
か
ら
適
用
し

ま
す
。

　

な
お
、
対
象
施
設
は
下
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
財
政
課
経
営
管
理
係

☎
21

9
0
1
4

　

1
月
6
日
に
第
1
回
の
放
映
が

あ
っ
た
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」。

綾
瀬
は
る
か
さ
ん
演
じ
る
主
人

公
・
八
重
と
長
谷
川
博ひ
ろ

己き

さ
ん
演

じ
る
但
馬
出
石
藩
出
身
の「
川
崎

尚
之
助
」が
結
ば
れ
て
い
く
今
後

の
ド
ラ
マ
展
開
が
と
て
も
楽
し
み

で
す
。

　

今
回
は
、
出
石
町
東
條
に
隣
接

し
て
建
つ
願が
ん

成じ
ょ
う

寺じ

と
宗す

鏡き
ょ
う

寺じ

を
取

り
上
げ
ま
す
。
い
ず
れ
も
中
世
但

馬
の
守
護
で
あ
っ
た
山
名
氏
が
居

城
・
此こ
の

隅す
み

山や
ま

の
麓
に
創
建
し
た
も

の
で
す
。
江
戸
初
期
、
と
も
に
現

在
地
に
移
転
し
て
き
た
臨
済
宗
大

徳
寺
派
の
寺
院
で
す
。

　

出
石
藩
の
公
用
の
日
記
で
あ
る

「
御
用
部
屋
日
記
」な
ど
か
ら
追
究

し
た
と
こ
ろ
、
川
崎
姓
の
藩
士
は

一
軒
だ
け
と
判
明
し
ま
し
た
。
文

化
年
間
の
作
成
と
み
ら
れ
る
出
石

藩
士
の
名
簿「
分ぶ

限げ
ん

帳ち
ょ
う

」に
も
、
城

下
の
本
町
に
住
む
川
崎
才
兵
衛
の

名
が
あ
り
、
七な
な

石こ
く

弐に

人に
ん

扶ぶ

持ち

と
あ

る
の
で
藩
内
で
は
小
役
人
ク
ラ
ス

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
川
崎

家
は
明
治
25
年
ご
ろ
ま
で
同
所
に

居
住
し
、
そ
の
当
時
は
川
崎
渉
一

と
い
う
当
主
だ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
の
で
、
菩
提
寺
と
し
て

の
願
成
寺
、
さ
ら
に
は
同
寺
の
過

去
帖
の
調
査
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

川
崎
家
代
々
の
墓
地
は
、
昭
和

50
年
代
の
は
じ
め
ま
で
願
成
寺
墓

地
の
一
画
に
あ
り
ま
し
た
。
寺
と

対
面
す
る
尾
根
上
で
す
が
、
現
在

は
縁
者
で
も
あ
る
大
石
家
の
墓
地

に
な
っ
て
い
ま
す
。
願
成
寺
に
は

過
去
帖
と
と
も
に
、
檀
家
の
墓
地

記
録
を
た
ど
る
資
料
と
し
て「
墓

籍
明
細
簿
」や「
墓
籍
図
」が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
、
か

つ
て
あ
っ
た
川
崎
家
墓
地
内
の
墓

石
の
一
つ
に
、
東
京
の
病
院
で
亡

く
な
っ
た
尚
之
助
と
同
じ
没
年
月

日
を
も
つ
人
物
の
戒
名
が
刻
ま
れ

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

戒
名
は「
川せ
ん

光こ
う

院い
ん

清せ
い

嵜き

静じ
ょ
う

友ゆ
う

居こ

士じ

」と
あ
り
、
か
な
り
位
の
高
い

名
称
で
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
・
市
教
育
委
員
会
後
援
事
業
の

施
設
使
用
料
の
3
割
減
免
を
廃
止
し
ま
す

■対象施設一覧
施設名 所管課名 施設名 所管課名

市民会館
文化振興課

市立学校施設 スポーツ振興課
出石文化会館（ひぼこホール） 但東健康増進センター

高年福祉課
出石農村環境改善センター 竹野多目的屋内運動場
日高農村環境改善センター
（日高地区公民館） 生涯学習課

城崎市民センター 城崎総合支所
地域振興課城崎大会議館

竹野子育てセンター こども育成課 椒地域ふるさと生きがいセン
ター

竹野総合支所
地域振興課市民体育館

スポーツ振興課

総合体育館
出石市民ホール 出石総合支所

地域振興課豊岡総合スポーツセンター
神美台スポーツ公園

但東市民センター 但東総合支所
地域振興課城崎ボートセンター

城崎スポーツ広場 ※以下は、４月から指定管理者制度導入によ
り全ての減免を廃止竹野B&G海洋センター

竹野中央公園 出石多目的屋内運動場

スポーツ振興課
中竹野ふるさと館 植村直己記念スポーツ公園
資母体育館 出石総合スポーツセンター
円山川運動公園 出石B&G海洋センター

川
崎
家
の
菩
提
寺
だ
っ
た願

成
寺

▲

明
細
簿
の
戒
名
と
没
年
月
日



広報とよおか　2013.1.2515

　

没
年
月
日
は「
明
治
八
年
三
月

二
十
日
」と
あ
り
ま
す
。
墓
石
は

す
で
に
撤
去
さ
れ
、
墓
籍
資
料
に

も
俗
名
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
の

が
残
念
で
す
が
、
川
崎
家
の
墓
地

で
は
他
に
該
当
す
る
人
物
が
見
当

た
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
尚
之
助

と
深
く
つ
な
が
る
誰
か
が
、
彼
の

功
績
と
と
も
に
無
念
の
最
期
を
供

養
す
る
た
め
に
、
立
派
な
戒
名
を

付
し
て
刻
ま
せ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

仙
石
騒
動
と
い
わ
れ
る
藩
内
の

政
争
に
は
多
く
の
藩
士
が
巻
き

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
三
代
に
わ

た
る
当
主
・
川
崎
才
兵
衛（
世
襲

名
）も
、
文
化
期
か
ら
明
治
初
め

に
か
け
て
混
乱
と
激
動
の
時
代
を

生
き
抜
い
て
き
ま
し
た
。
天
保
7

（
1
8
3
6
）年
生
ま
れ
の
尚
之
助

は
二
代
目
才
兵
衛
の
四
男
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

沢た
く

庵あ
ん

和お

尚し
ょ
う

の
寺
と
し
て
親
し
ま

れ
る
宗
鏡
寺
本
堂
に
は
、
本
尊
の

右
手
前
に
巨
大
な
鋳
銅
製
の
燈
籠

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
意
匠
も
細

工
も
優
秀
な
工
芸
品
で
、
昨
年

末
、
こ
れ
が
初
代
才
兵
衛
と
み
ら

れ
る
勝か
つ

興お
き

が
寄
進
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
台
座
背
後
の
銘
文
に

よ
り
判
明
し
ま
し
た
。
文
政
2

（
1
8
1
9
）年
2
月
に
、
川
崎
氏

お
よ
び
縁
者
の
石
村
氏
の
た
め
に
、

武
運
長
久
・
家
内
安
全
を
祈
願
し

て
寄
進
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

銘
文
を
草
し
た
金き
ん

嶺れ
い

和お

尚し
ょ
う

は
高
僧

で
あ
り
、
燈
籠
の
費
用
も
高
額
な

こ
と
か
ら
、
当
時
の
川
崎
家
の
人

脈
と
財
力
が
う
か
が
え
ま
す
。
し

か
し
藩
士
の
身
分
は
高
く
な
い
の

で
、
こ
の
寄
進
に
は
何
ら
か
の
背

景
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
だ
ま
だ
謎
の
多
い
尚
之
助
で

す
が
、
今
後
も
彼
の
出
自
や
実
像

を
解
き
明
か
し
て
い
く
調
査
の
進

展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

《
問
合
せ
》
地
域
戦
略
推
進
課

　

☎
21

9
0
1
2

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
を
4
月
1
日
以
降
に
予
定

し
て
い
る
方
の
補
助
申
請
を
2
月

1
日（
金
）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象

・
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
し
、
電
力
会
社
と
電
力

受
給
契
約
を
4
月
1
日
以
降
に

締
結
す
る
個
人
の
方（
申
込
み

時
点
で
未
着
工
の
方
に
限
る
）

・
太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
気
を
自

身
の
住
宅
で
消
費
し
、
余
剰
電

気
を
電
力
会
社
に
売
電
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
こ
と

・
補
助
対
象
経
費
が
1
キ
ロ
ワ
ッ

ト
当
た
り
55
万
円
以
下（
税
別
）

の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と

※
国
の
制
度
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
、
市
も
年
度
途
中
に
変
更
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
補
助
金
額　

太
陽
電
池
出
力
1

キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
基
本
額

3
万
円（
上
限
4
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順（
約

1
0
0
件
分
）

▽
申
込
方
法　

地
域
戦
略
推
進

課
に
あ
る
申
請
書（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
記
入
の

上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
地
域
戦
略

推
進
課
☎
21

9
0
1
2

《
太
陽
光
発
電
設
置
等
の
相
談
》

太
陽
光
発
電
相
談
指
導
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
7
8

3
7
1

6
0
0
0

■
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
訪
問

販
売
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
で
増
え
て

い
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

・
契
約
の
前
に
契
約
内
容
・
金
額

に
つ
い
て
複
数
の
事
業
者
か
ら

見
積
も
り
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
補
助
金
制
度
、
発
電
量
、
売
電

量
の
目
安
な
ど
は
、
自
身
で
も

情
報
収
集
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
規
模
や
家
族
構
成
か
ら
必

要
発
電
量
を
見
極
め
た
上
で
、

家
屋
の
耐
久
性
な
ど
を
考
え
て

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

・
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
適

用
さ
れ
、
8
日
間
は
無
条
件
で

契
約
を
解
除
で
き
ま
す
。
ト
ラ

ブ
ル
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

　

☎
21

9
0
0
1

■
平
成
25
年
度
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

市
内
施
工
業
者
の
登
録
を
募
集

　

市
内
施
工
業
者
に
よ
る
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
推
進
す

る
た
め
、
事
前
登
録
を
行
い
ま
す
。

　

登
録
し
た
事
業
者
一
覧
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
問
い
合
わ
せ
の
際
に

利
用
し
ま
す
。

▽
登
録
方
法

・
地
域
戦
略
推
進
課
に
あ
る
登
録

申
請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
）に
記
入
の
上
、
市
内

事
業
者
を
証
明
す
る
も
の（
商

業
登
記
簿
謄
本
、
住
民
票
、
課

税
調
査
同
意
書
の
い
ず
れ
か
一

つ
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
有
効
期
間
は
1
年
間（
年

度
単
位
）で
す
。

▽
申
込
期
限　

2
月
28
日（
木
）

※
期
限
後
も
登
録
可
能
で
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
地
域
戦
略

推
進
課
☎
21

9
0
1
2

平
成
25
年
度
分
　
個
人
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
補
助
し
ま
す

■太陽電池出力１キロワット
　当たりの補助金単価表

パネル

施工業者
市外産 市内産

市外業者 30,000円 40,000円
市内業者 40,000円 50,000円
※市内業者による施工の場合
は、１キロワット当たり１万円
上乗せ。市内産パネルを使
用した場合は、１キロワット当
たり１万円上乗せ

祖
父
寄
進
の
燈と
う

籠ろ
う

が
残
る宗

鏡
寺

▲

才
兵
衛
寄
進
の
燈
籠

▲宗鏡寺本堂
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◆
一
般
の
部

エ
コ
バ
ッ
ク
笑
顔
と
と
も
に
お
買

い
物　
　
　
　
　
　
（
カ
ニ
サ
ン
）

他
国
語
に
訳
せ
ぬ
心
が
そ
こ
に
あ

る　
　
　
　
　
　
　
（
U
K
E
A
）

無
駄
な
の
は
捨
て
る
こ
と
よ
り

買
っ
た
こ
と　
　
　
　
（
と
っ
と
）

大
根
の
残
っ
た
葉
っ
ぱ
み
そ
汁
に

　
　
　
　
　
　
　
（
ハ
タ
谷
の
栃
）

太
陽
も
風
・
波
・
川
も
エ
ネ
ル

ギ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
（
の
ん
）

残
り
湯
は
植
木
に
洗
濯
大
活
躍

　
　
　
　
　
　
（
武
藤　

哲
）

こ
ん
な
句
に
賞
を
く
れ
る
の
も
っ

た
い
な
い　
　
　
　
（
臨
海
和
笑
）

お
ひ
さ
ま
や
雨
の
水
に
も
感
謝
し

て　
　
　
　
　
　
（
村
尾
い
つ
子
）

欲
し
い
の
か
必
要
な
の
か
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
尾
利
一
）

も
っ
た
い
な
い
心
の
化
粧
は
落
さ

な
い　
　
　
　
　
（
村
尾
八
恵
子
）

リ
サ
イ
ク
ル
ゴ
ミ
と
い
う
名
を
返

上
し　
　
　
　
　
　
（
本
木
和
彦
）

一
滴
の
水
か
ら
広
い
川
に
な
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
盛
重
力
哉
）

節
電
は
母
の
背
中
を
見
て
学
び　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
森
下　

誠
）

子
に
使
い
母
の
介
護
も
布
お
む
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
森
本
七
重
）

も
っ
た
い
な
い
に
ん
じ
ん
の
皮
キ

ン
ピ
ラ
に　
　
　
（
矢
熊
久
美
子
）

書
け
な
い
な
ボ
ー
ル
ペ
ン
先
を
湯

に
つ
け
る　
　
　
　
（
安
田
靖
子
）

限
り
あ
る
資
源
を
生
か
す
リ
サ
イ

ク
ル　
　
　
　
（
か
み
ふ
う
せ
ん
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

も
っ
た
い
な
い
言
っ
た
だ
け
で
は

変
わ
ら
な
い　
　
　
（
松
木
理
紗
）

捨
て
ち
ゃ
う
の
ぼ
く
ら
は
ま
だ
ま

だ
つ
か
え
る
よ　
　
　
　
　
（
仮
）

大
切
な
資
源
の
た
め
に
節
電
す　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
汐
音
）

食
べ
物
を
生
ゴ
ミ
に
す
る
と
残
飯

だ　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
そ
の
一
言
に
あ
り

が
と
う　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
う
い
ら
な
い
地
球
に
ゴ
ミ
が
増

え
て
い
く　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

捨
て
ち
ゃ
嫌
ま
だ
ま
だ
使
え
る
文

具
の
声　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

エ
コ
生
活
み
ん
な
で
や
れ
ば
苦
に

な
ら
な
い　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

た
べ
の
こ
し
最
後
ま
で
食
べ
て

も
っ
た
い
な
い　
　
　
　
（
匿
名
）

気
付
い
た
ら
地
球
が
汗
を
か
い
て

い
る　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

残
す
な
ら
そ
ん
な
に
量
を
い
れ
る

な
よ　
　
　
　
　
　
（
宇
宙
の
空
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳
応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･
敬
称
略
）

　
「
認
知
症
に
な
る
と
、
何
も
分

か
ら
な
く
な
る
」と
多
く
の
方
が

思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
間
違

い
で
す
。

　

確
か
に
、
物
忘
れ
が
多
く
な
り
、

日
付
や
季
節
な
ど
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
が
、
喜
怒
哀
楽

の
感
情
、
日
々
の
決
ま
っ
た
生
活

上
の
能
力
、
昔
か
ら
続
け
て
い
る

こ
と
を

実
行
す

る
能
力

は
長
く

維
持
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、

物
忘
れ

が
多
く
な
っ

た
り
、
今
ま

で
苦
も
な
く

で
き
て
い
た

こ
と
が
で
き
づ
ら
く
な
る
こ
と
を
、

誰
よ
り
も
本
人
が
不
安
に
思
い
、

混
乱
し
て
い
ま
す
。

　
「
ど
う
せ
本
人
は
分
か
ら
な
い

の
だ
か
ら
」と
、
乱
暴
な
対
応
を

し
た
り
、
子
ど
も
扱
い
し
た
り

す
る
こ
と
や
、「
認
知
症
だ
か
ら
」

と
接
し
方
を
決
め
つ
け
る
こ
と
は
、

認
知
症
の
方
の
自
尊
心
を
傷
付
け
、

不
安
を
増
強
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
認
知
症
の
症
状
を
悪
化
さ
せ

る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が
あ
る

た
め
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
の
方
と
接
す
る
と
き
に
、

相
手
の

思
わ
ぬ

言
動
に

戸
惑
う

こ
と
が

あ
る
と

思
い
ま

す
。
そ

の
際
に
、
理
屈
で
説
明
・
説
得
を

試
み
る
こ
と
は
、
本
人
に
罪
悪
感

や
孤
独
感
を
募
ら
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
次
の
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

○
そ
の
方
の
自
尊
心
を
尊
重
す
る
。

○
余
裕
を
持
っ
て
対
応
す
る
。

○
間
違
い
や
失
敗
を「
大
丈
夫
だ

よ
」と
受
け
入
れ
る
。

○
少
し
だ
け
事
実
と
違
っ
た
こ
と

を
言
っ
て
も
、
訂
正
せ
ず
に
聞

く
姿
勢
を
示
す
。

○
何
か
役
割
の
よ
う
な
こ
と
を
果

た
せ
る
よ
う
に
す
る
。

○
話
し
掛
け
る
と
き
は
、
相
手
に

目
線
を
合
わ
せ
、
穏
や
か
な
口

調
で
話
す
。

○
言
葉
だ
け
で
な
く
笑
顔
や
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
意
識
す
る
。

○
自
分
一
人
で
な
く
複
数
の
方
と

介
護
を
す
る
。

認
知
症
の
お
話

　

⑤
認
知
症
の
方
に
ど
う
接
す
れ
ば
い
い
？

　

市
で
は
医
療
機
関
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
地
域
の
支
援
機
関

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
が
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、ま
ず
認
知
症
に
関
し
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

認
知
症
に
関
す
る
記
事
を
6
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
豊
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

2
4
0
9

認
知
症
に
な
る
と

何
も
分
か
ら
な
く
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

認
知
症
の
方
と
の

接
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
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南
極
で
の
生
活
も
13
カ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
間
も
な
く
、
昭
和
基

地
を
第
54
次
越
冬
隊
に
引
き
継
ぎ
、

「
し
ら
せ
」に
乗
り
組
み
ま
す
。
寝

る
間
を
惜
し
ん
で
の
作
業
の
合
間

に
、
帰
り
支
度
を
始
め
ま
し
た
。

身
の
回
り
の
も
の
、
氷
山
か
ら
採

取
し
た
約
２
万
年
前
の
氷
片
、
廃

棄
物
や
ご
み
の
灰
な
ど
な
ど
…
。

　

こ
の
１
年
間
、
人
間
は
ち
っ
ぽ

け
な
も
の
だ
と
強
く
感
じ
さ

せ
る
自
然
の
大
き
さ
、
強
さ

な
ど
を
味
わ
い
、
地
球
の
感

じ
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
思
い
を
お
土
産
に
、
豊

岡
市
へ
帰
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
最
近
、
何
か
忘
れ
も

の
を
し
た
よ
う
な
思
い
が
あ

り
、
近
づ
く
昭
和
基
地
の
出

発
ま
で
に
、
南
極
を
も
っ
と

肌
で
感
じ
た
い
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
夏
の
期
間
中
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

「
み
や
ぢ
」南
極
へ
行
く
⑬
　
帰
り
支
度

私
の
本
来
の
業
務
で
あ
る
長
年
た

ま
っ
た
廃
棄
物
の
持
ち
帰
り
作
業

も
慌
た
だ
し
い
で
す
が
、
残
さ
れ

た
時
間
を
し
っ
か
り
楽
し
も
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ブ
ロ
グ「
植
村
直
己

冒
険
館
職
員
南
極
へ
行
く
」で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

http://blog.ap.teacup.

　
　

com
/boukenkan/

に
、
太
陽
光
発
電
に
不
向
き
だ
と

思
わ
れ
て
い
る
但
馬
で
、
土
地
へ

の
最
も
適
切
な
設
置
方
法
を
研
究

す
る
た
め
に
、
昨
年
末
に
開
設
し

ま
し
た
。
今
回
の
研
究
は
、
約
1

年
間
続
け
る
予
定
で
、
検
証
結
果

は
、
専
用
ブ
ロ
グ
で
発
信
し
ま
す
。

〝
但
馬
で
も
太
陽
光
発
電
は
採
算

が
合
う
〞
と
い
う
こ
と
を
、
業
界

の
方
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
方
々

に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

̶

今
回
の
取
組
み
へ
の
反
応
は
？

　

工
事
中
か
ら
、
多
く
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
、
潜
在
的
需
要
の
高

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

̶
太
陽
光
発
電
が
広
ま
る
と
、
何

を
期
待
で
き
ま
す
か
？

　

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
が

進
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

〝
土
地
の
有
効
活
用
〞
に
も
期
待

し
て
い
ま
す
。
土
地
は
、
田
舎
の

大
き
な
資
源
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
資
源
を
有
効
活
用
す
る
方
法

と
し
て
、
当
社
は
太
陽
光
発
電
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

̶

太
陽
光
発
電
関
連
事
業
を
始
め

た
経
緯
は
？

　

当
社
は
、
建
設
業
者
に
住
宅
関

連
資
材
を
卸
す
会
社
で
す
。
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
の
設
置
に
関
す
る

依
頼
が
以
前
か
ら
あ
り
、
5
年
前

に
、
本
格
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

着
手
し
ま
し
た
。
ま
た
、
3
年
前

か
ら
は
、
豊
岡
市
建
築
大
工
組
合

の
皆
さ
ん
と
も
、
勉
強
と
経
験
を

重
ね
て
い
ま
す
。

̶

今
回
の
設
置
工
法
研
究
発
電
所

を
開
設
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

気
象
の
博
物
館
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
気
象
条
件
が
厳
し
く
、
一
般
的

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

株
式
会
社
キ
ヅ
キ
商
会（
元
町
）

̶

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル　

設
置
工
法
研
究
発
電
所
の
開
設

̶

企業紹介

　

日
本
で
は
、
パ
ネ
ル
は
屋
根
に

設
置
す
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
世
界
的
に
は
、
遊
休
地

な
ど
に
設
置
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
豊
岡
で
も
、
大
小
問
わ

ず
に
設
置
が
増
え
、
地
元
産
業
や

経
済
が
活
性
化
す
る
こ
と
も
期
待

し
て
い
ま
す
。

̶

今
後
の
展
開
は
？

　

今
回
の
研
究
で
得
ら
れ
た
成
果

に
よ
り
、
幅
広
い
地
域
の
方
々
に
、

太
陽
光
発
電
の
採
算
に
つ
い
て
納

得
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

当
社
で
は
、
万
一
故
障
し
た
場

合
の
対
応
に
限
ら
ず
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
も
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。
設

置
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
が
、
長

期
的
に
安
心
と
喜
び
を
感
じ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
て
、
サ
ー

ビ
ス
体
制
も
強
化
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
☎
22

5
1
6
9

▲日本に持ち帰る約２万年前の氷の採取

▲太陽光パネルの設置

▲雪の落ち方を研究

　

平
成
23
年
12
月
23
日
、「
み
や
ぢ
」こ
と
宮
下
泰
尚
隊
員（
豊
岡
市
職

員
）が「
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
員
」と
し
て
南
極
昭
和
基

地
に
立
ち
ま
し
た
。
豊
岡
市
民
に
と
っ
て
、
豊
岡
に
い
な
が
ら
世
界

に
つ
な
が
る
と
い
う
新
し
い
夢
の
始
ま
り
で
す
。
世
界
に
飛
び
出
し

た
宮
下
隊
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
植
村
直
己
冒
険
館
☎
44

1
5
1
5

○27
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■
そ
の
他

　
新
庁
舎
1
・
2
階
に
お
け
る
執

務
室
の
事
務
机
等
の
備
品
購
入
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。

〔
契
約
の
相
手
方
〕

㈱
事
務
機
の
サ
カ
モ
ト

《
平
成
25
年
1
月
以
降
の
予
定
》

　
引
き
続
き
新
庁
舎
の
躯
体
工
事
、

内
装
仕
上
げ
工
事
を
進
め
、
現
本

庁
舎
の
外
装
仕
上
げ
工
事
に
着
手

し
ま
す
。

エ
コ
バ
レ
ー
、大
交
流
の
推
進

《
平
成
24
年
10
〜
12
月
取
組
み
》

■
大
規
模
太
陽
光
発
電
所（
山や
ま
の
み
や宮

地
場
ソ
ー
ラ
ー
）の
整
備

　
日
高
町
山
宮
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡

地
に
山
宮
地
場
ソ
ー
ラ
ー（
第
1

期
）を
整
備
し
、
竣
工
式
を
12
月

16
日
に
行
い
ま
し
た
。

○
第
1
期
事
業
概
要

・
最
大
出
力
は
約
6
8
1
キ
ロ
ワ

ッ
ト

・
年
間
想
定
発
電
量
は
一
般
家
庭

約
2
0
0
軒
分

・
年
間
売
電
収
入
は
約
2
6
0
0

万
円
の
見
込
み

・
売
電
収
入
は
豊
岡
エコ
ポ
イ
ン
ト

な
ど
の
環
境
事
業
財
源
に
充
当

■
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
　
　

○
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
…
11
月
4

日
、
第
1
回
抽
選
会（
賞
品
は

29
社
提
供
の
環
境
商
品
な
ど
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

・
4
7
2
人
参
加

○
企
業
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
…
38
事
業

所
が
登
録
、1
1
4
万
5
千
ポ
イ

ン
ト
を
交
付
し
ま
し
た
。（
12
月
末
）

■
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　
毎
月
第
2
水
曜
日
、
豊
岡
ノ
ー

マ
イ
カ
ー
デ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
第
1
回（
10
月
10
日
）…
12
事
業

所
4
個
人
、
計
1
9
6
人
参
加

・
第
2
回（
11
月
14
日
）…
14
事
業

所
3
個
人
、
計
2
3
3
人
参
加

・
第
3
回（
12
月
12
日
）…
14
事
業

所
3
個
人
、
計
2
0
3
人
参
加

■
豊
岡
の
情
報
誌「
豊
岡
顔
ふ
ぇ
い
す

」

　
第
2
号
を
11
月
中
旬
に
発
行
し

ま
し
た
。

■
大
交
流
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定

　
市
役
所
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
で
策

定
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

《
平
成
25
年
1
月
以
降
の
予
定
》

■
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
の
整
備

○
第
1
期
事
業
…
不
利
な
シ
ー
ズ

ン
の
効
率
的
な
発
電
の
実
証
に

努
め
ま
す
。

○
第
2
期
事
業
…
今
年
春
着
工
、

今
年
秋
完
成
に
向
け
、
関
係
者

と
協
議
を
進
め
ま
す
。

■
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度

○
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
…
第
2
回

抽
選
会
を
3
月
24
日
開
催

○
企
業
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
…
登
録
事

業
所
増
に
努
め
ま
す
。

■
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
　

　
毎
月
第
2
水
曜
日（
1
月
9
日
、

2
月
13
日
、
3
月
13
日
）に
豊
岡

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
を
実
施

■
大
交
流
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定

　
1
月
か
ら
市
内
関
係
者
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

な
ど
を
行
い
、
進
め
ま
す
。

生
物
多
様
性
関
連
事
業の推

進

《
平
成
24
年
10
〜
12
月
取
組
み
》

■「
南
日
本
海
子
ど
も
ラ
ム
サ
ー

ル
湿
地
交
流
会
」開
催

　
10
月
6
日
と
7
日
、
日
本
海
側

の
ラ
ム
サ
ー
ル
サ
イ
ト
で
活
動
す

る
子
ど
も
た
ち
の
交
流
会
を
豊
岡

で
開
催
し
ま
し
た
。

・
三
方
五
湖（
福
井
県
）、中
海（
鳥

取
県
）、宍し
ん
じ道
湖（
島
根
県
）、本

市
の
小
・
中
学
生
55
人
参
加

■「
生
き
も
の
と
人
・
共
生
の
里

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
佐

渡
」に
参
加

　
10
月
7
日
と
8
日
　
新
潟
県
佐

渡
市
、
山
口
県
周
南
市
、
鹿
児
島

県
出い
ず
み水
市
と
豊
岡
市
の
4
市
が
集

ま
り
、
子
ど
も
交
流
会
、
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
活
動
報
告
、
生
き
も

の
と
の
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。　

・
本
市
か
ら
中
学
生
等
5
人
参
加

　新
庁
舎
建
設
事
業
の
推
進

　
現
本
庁
舎
の
補
修
工
事
が
必
要

と
な
っ
た
た
め
、
工
事
全
体
に
遅

れ
が
生
じ
、
工
期
を
7
月
25
日
ま

■「
ラ
ム
あ
る
き
4-

秋
の
楽さ
さ
う
ら
々
浦

湾
を
歩
こ
う
ー
」実
施

　
10
月
8
日
、
楽
々
浦
湾
を
歩
き

ま
し
た
。
楽
々
浦
区
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
休
憩

ポ
イ
ン
ト
で
地
元
に
ま
つ
わ
る
話

を
聞
い
た
り
、
ク
リ
ー
ン
活
動
を

行
い
な
が
ら
、
ラ
ム
サ
ー
ル
エ
リ

ア
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

・
参
加
者
40
人
　

で
延
長
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
工

事
の
進
行
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

《
平
成
24
年
10
〜
12
月
取
組
み
》

■
工
事
の
状
況

○
現
本
庁
舎
工
事
…
3
階
の
復
元

工
事
、
1
・
2
階
の
外
壁
補
修

工
事
が
完
了
し
、
内
装
仕
上
げ

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

○
新
庁
舎
工
事
…
高
層
棟
7
階
ま

で
の
躯
体
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
、

1
階
か
ら
順
次
内
装
仕
上
げ
工

事
に
着
手
し
ま
し
た
。

▲高層棟1階に整備するおむつ
交換室（左）と授乳室（右）

平
成
24
年
度（
10
〜
12
月
）

市
の
主
要
事
業
の
あ
ゆ
み

■
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
検
討
委

員
会
の
開
催

　
10
月
23
日
　
第
3
回
検
討
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

《
平
成
25
年
1
月
以
降
の
予
定
》

　
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の
策
定

に
向
け
て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

▲楽々浦湾の説明を聞く
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歩
い
て
暮
ら
す

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

《
平
成
24
年
10
〜
12
月
取
組
み
》

■
健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

　
行
政
区
単
位
で
区
民
の
健
康
増

進
と
地
域
活
力
の
向
上
を
図
る
モ

デ
ル
事
業
を
展
開
し
、
参
加
者
は

徐
々
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

〔
モ
デ
ル
地
区
全
体
で
の
取
組
み
〕

・
運
動
教
室
参
加
者
　
2
1
0
人

以
上

・
歩
数
計
利
用
者
　
3
0
0
人

〔
下
陰
区
、
桑
野
本
区
〕

○
運
動
教
室
…
8
月
か
ら
開
始

○
運
動
開
始
後
3
カ
月
の
検
査
等

成
果
を
確
認
す
る
血
液
検
査
や

体
組
成
測
定
等
を
実
施

○
12
月
上
旬
、
成
果
発
表
会
開
催

　
自
身
の
身
体
や
生
活
、
集
落
の

変
化
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

・
参
加
者
の
声（
体
重
や
体
脂
肪

が
減
っ
た
、
筋
肉
量
が
増
え
た
、

　
歩
く
の
が
楽
に
な
っ
た
、
姿
勢

が
良
く
な
っ
た
、
歩
く
人
が
増

え
あ
い
さ
つ
す
る
人
が
増
え
た
、

地
域
の
人
の
つ
な
が
り
が
さ
ら

に
強
く
な
っ
た
な
ど
）

〔
西
花
園
区
、
岩
中
区
〕

○
運
動
教
室
…
11
月
か
ら
開
始

《
平
成
25
年
1
月
以
降
の
予
定
》

■
健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

○
成
果
の
評
価
　

　
下
陰
区
、
桑
野
本
区
の
運
動
教

室
や
歩
キ
ン
グ
3
カ
月
の
科
学

的
な
成
果
を
取
り
ま
と
め
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

○
健
康
づ
く
り
参
画
促
進
等

　
健
康
づ
く
り
を
通
し
て
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
む
区
の
実
践
発

表
会
な
ど
を
開
催
し
、
区
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
や
他
区
の

参
画
を
促
進
し
ま
す
。

公
共
交
通
利
用
促
進

《
平
成
24
年
10
〜
12
月
取
組
み
》

■
上
限
2
0
0
円
バ
ス
社
会
実
験

　
1
年
間
の
評
価
対
象
期
間
が
終

了
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
実
験
結

果
の
報
告
と
、
今
後
の
神
鍋
線
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
と
の
意

見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
西
気
地
区
意
見
交
換
会
　
11
月

18
日

・
清
滝
地
区
意
見
交
換
会
　
11
月

26
日

・
神
鍋
線
役
員
会
　
10
月
31
日

・
乗
込
調
査
の
実
施
　
延
べ
3
回

■
バ
ス
待
合
所
整
備
事
業

　
バ
ス
の
利
用
促
進
と
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
の
住
民

団
体
な
ど
が
バ
ス
待
合
施
設
を
整

備
す
る
場
合
に
、
整
備
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
で
、
10
月
20
日
、
市
営
バ
ス
イ

ナ
カ
ー
河
野
辺
線
の「
久
畑
」バ
ス

停
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

■
全
但
バ
ス
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
バ
ス

2
台
目
導
入

　
従
来
の
路
線
バ
ス
に
比
べ
て
環

境
性
能
や
燃
費
が
大
き
く
向
上
し

た
最
新
型
の
車
両
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
市
内
を
走
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
バ
ス
は
2
台
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
は
、
路
線
バ
ス
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
環
境
負
荷
の
低
減
を
促

進
す
る
た
め
、
こ
の
車
両
の
購
入

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。

■「
チ
ク
タ
ク
ひ
ぼ
こ
」予
約
シ
ス

テ
ム
試
験
導
入
開
始

　
出
石
町
小
野
地
区
と
出
石
中
心

部
を
結
ぶ
地
域
の
乗
合
タ
ク
シ
ー

「
チ
ク
タ
ク
ひ
ぼ
こ
」で
、
予
約
シ

ス
テ
ム
を
試
験
導
入
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
人
の
手
で
行
っ
て
き

た
予
約
・
配
車
事
務
を
パ
ソ
コ
ン

で
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
利
便

性
向
上
と
運
営
協
議
会
の
事
務
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

・
試
験
導
入
開
始
式
　
10
月
19
日

■
e
通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
豊
岡

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　
マ
イ
カ
ー
か
ら
公
共
交
通
機
関

で
の
通
勤
へ
転
換
す
る
取
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
か
ら
毎
月
第
2
水

曜
日
を「
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ

ー
」と
し
て
い
ま
す
。

《
平
成
25
年
1
月
以
降
の
予
定
》

■
上
限
2
0
0
円
バ
ス
社
会
実
験

　
評
価
対
象
期
間
は
終
了
し
ま
し

た
が
、
3
月
ま
で
運
行
を
継
続
し

ま
す
。
運
行
事
業
者
お
よ
び
沿
線

地
域
と
一
体
と
な
り
、
一
層
の
利

用
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
市
営
バ
ス「
イ
ナ
カ
ー
」住
民
説

　
明
会

　
平
成
23
年
10
月
か
ら
平
成
24
年

9
月
ま
で
の「
イ
ナ
カ
ー
」の
利
用

状
況
の
お
知
ら
せ
と
地
域
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
く
た
め
、
住
民
説

明
会
を
2
月
ご
ろ
に
開
催
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化

《
平
成
24
年
10
〜
12
月
取
組
み
》

■
南
庁
舎
別
館
施
設
の
利
活
用

  

12
月
18
〜
20
日
、
管
理
運
営
事

業
予
定
者
を
決
め
る
選
定
委
員
会

を
開
催
。
5
者
の
提
案
の
審
査
を

行
い
、
篠
山
市
の「
一
般
社
団
法

人
ノ
オ
ト
」に
決
定
し
ま
し
た
。

○
建
物
の
活
用
提
案

「
1
9
2
5
年
ご
ろ
の
駅
舎
」を
イ

メ
ー
ジ

﹇
1
階
﹈

・
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
…
ス
イ
ー
ツ
の

販
売

・
待
ち
合
い
…
内
外
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
演
奏
会
や
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス

・
パ
ー
ラ
ー
…
駅
の
ざ
わ
め
き
と

ス
イ
ー
ツ
と
軽
食

・
レ
ス
ト
ラ
ン
…
ゆ
っ
た
り
と
流
れ

る
時
間
と
地
場
フ
レ
ン
チ
料
理

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
…
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

時
計
や
玩
具
の
展
示
、
昔
の
フ

ィ
ル
ム
上
映
な
ど

﹇
2
階
﹈

・
客
室
…
昭
和
の
豊
岡
に
泊
ま
る
、

隣
の
銭
湯
に
通
う
、
商
店
街
で

遊
ぶ
。

・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
…
来
訪
者
と
市

民
で
つ
く
る
お
菓
子
の
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー

﹇
地
階
﹈

・
B
A
R
…
地
ビ
ー
ル
と
ハ
イ
ボ

ー
ル

■（
仮
称
）カ
バ
ン・ア
ル
チ
ザ
ン・

ス
ク
エ
ア
事
業

　
豊
岡
ま
ち
づ
く
り
㈱
が
、
事
業

用
地
・
建
物
を
取
得
し
、
建
物
の

改
修
工
事
の
実
施
設
計
に
着
手
し

ま
し
た
。

《
平
成
25
年
1
月
以
降
の
予
定
》

■
南
庁
舎
別
館
施
設
の
利
活
用

　
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。



　

12
月
25
日
、
兵
庫
県
石
油
商
業

組
合
但
馬
支
部
豊
岡
市
ブ
ロ
ッ
ク

（
会
員
23
社
）と
市
が
、
災
害
時
に

お
け
る
燃
料
等
の
優
先
供
給
等
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、

災
害
時
な
ど
に
市
が
実
施
す
る
災

害
対
策
業
務
に
用
い
る
車
両
や
機

器
等
、避
難
所
や
庁
舎
な
ど
の
施
設

への
燃
料
供
給
、市
が
指
定
す
る
場

所
へ
の
燃
料
搬
送
、
さ
ら
に
は
他

の
市
町
村
へ
の
応
援
な
ど
に
係
る

燃
料
等
の
供
給
に
つ
い
て
、
可
能

な
範
囲
で
市
へ
優
先
的
に
供
給
す

る
こ
と
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。 　

市
役
所
で
行
わ
れ
た
調
印
式
に

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
樫
本
博
光
さ

ん
を
は
じ
め
、
兵
庫
県
石
油
商
業

組
合
但
馬
支
部
長
の
小
谷
一
弘
さ

ん
な
ど
４
人
が
出
席
。
中
貝
市
長

と
樫
本
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
協
定
書
に

調
印
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
燃
料
等
の
優
先
供
給
等
に
関
す
る
協
定
を

兵
庫
県
石
油
商
業
組
合
但
馬
支
部
豊
岡
市
ブ
ロ
ッ
ク
と
締
結

　

市
民
に
気
象
・
災
害
情
報
等
に

関
す
る
基
礎
知
識
の
習
得
や
災

害
時
の
具
体
的
行
動
な
ど
を
体
系

的
に
身
に
付
け
て
も
ら
う
た
め
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
市
民
向
け

防
災
学
習
会
を
全
4
回
実
施
し
ま

す
。

　

12
月
15
日
、
第
1
回
市
民
防
災

学
習
会
を
、
神
戸
海
洋
気
象
台
水

害
対
策
気
象
官
の
赤
松
光
夫
さ
ん

と
政
策
研
究
大
学
院
大
学
特
任
教

授　

池
谷　

浩
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
じ
ば
さ
ん
但
馬
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
第
2
回
市
民
防
災
学
習

会
を
1
月
27
日
に
、
第
3
回
は
2

月
17
日
、
第
4
回
は
3
月
2
日
に

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

全
4
回
受
講
し
た
方
に
は
、「
講

座
修
了
証
」を
交
付
し
ま
す
。

〜
個
々
の
災
害
対
応
能
力
を
高
め
る
た
め
に
〜

市
民
防
災
学
習
会
開
催

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
多
様

化
を
促
進
す
る
た
め
に
整
備
し
て

い
た
第
1
期
大
規
模
太
陽
光
発
電

事
業「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
・
山
宮

地
場
ソ
ー
ラ
ー
」が
完
成
し
、
12

月
16
日
、
日
高
町
山
宮
で
竣
工
式

を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
株
式
会
社

カ
ネ
カ
代
表
取
締
役
社
長　

菅す
が

原わ
ら

公き
み

一か
ず

さ
ん
と
中
貝
市
長
が
発
電
開

始
ボ
タ
ン
を
押
し
、
太
陽
光
発
電

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
山
宮
区
の
皆
さ

ん
が
餅
つ
き
を
行
い
、
式
典
終
了

後
に
ぜ
ん
ざ
い
に
し
て
振
る
舞
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
市
民
見
学
会
を
開

催
し
、
多
く
の
見
学
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
見
学
会
で
は
、
通
常

入
る
こ
と
の
で
き
な
い
発
電
所
内

に
入
っ
て
、
高
さ
3
メ
ー
ト
ル
の

特
設
展
望
台
か
ら
、5
9
2
2
枚

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
発
電
所
内
に
入
っ
て

見
学
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

隣
接
す
る
P
R
館
で
発
電
状
況
な

ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

第
1
期
事
業
の
想
定
年
間
発

電
量
は
一
般
家
庭
約
2
0
0
軒
分
、

売
電
収
入
は
20
年
間
で
5
億
2
千 

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
市
で

は
、
引
き
続
き
、
第
2
期
大
規
模

太
陽
光
発
電
事
業
を
進
め
ま
す
。

〜
環
境
都
市「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」の
シ
ン
ボ
ル
〜

「
山
宮
地
場
ソ
ー
ラ
ー
」が
竣
工

▲協定書を交わす中貝市長（中
央）と樫本さん（左から２人
目）ほか組合員の皆さん

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
12
月
】

14
日
・
韓
国
の
大
学
生
等
環
境
学

習
で
来
訪

15
日
・
市
民
防
災
学
習
会（
1
月

27
日
、
2
月
17
日
、
3
月

　
　
　

2
日
）

16
日
・
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
・
山
宮

地
場
ソ
ー
ラ
ー（
第
1
期

事
業
）竣
工
式
、
市
民
見

学
会

25
日
・
災
害
時
の
燃
料
等
優
先
供

給
等
の
協
定
を
県
石
油
商

業
組
合
但
馬
支
部
豊
岡
市

ブ
ロ
ッ
ク
と
締
結

　
　

・
新
潟
県
三
条
市
で
暮
ら
す

被
災
者
に「
お
正
月
産
品
」

発
送

28
日
・
市
役
所
仕
事
納
め
式

【
1
月
】

3
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
新
春

　
　
　

特
別
開
館（
〜
4
日
）

4
日
・
市
役
所
仕
事
始
め
式

　
　

・
豊
岡
市
賀
詞
交
換
会

6
日
・
豊
岡
市
各
消
防
団
出
初
式

　
　
　
（
豊
岡
・
城
崎
・
竹
野
・

但
東
、
13
日
・
出
石
）

8
日
・
N
O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

　
　
　

ク
ラ
ブ
事
務
所
開
き

12
日
・
豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
出

初
式

13
日
・
豊
岡
市
成
人
式

▲発電開始ボタンを押す
㈱カネカ菅原社長（左）
と中貝市長（右）

▲にぎわう市民見学会
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市
役
所
の
新
庁
舎
は
、
今
年
7

月
末
に
完
成
し
ま
す
。
議
会
は
そ

れ
ま
で
、
ア
イ
テ
ィ
・
豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ
の
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

議
会
と
い
う
の
は
、
と
き
に
議

員
と
当
局
が
激
高
し
て
、
怒
鳴
り

合
い
の
よ
う
な
議
論
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
私
も
た
ま
に
、
い

え
時
々
言
い
過
ぎ
て
、
後
で
問
題

部
分
を
会
議
録
か
ら
削
除
す
る
よ

う
議
長
に
願
い
出
た
り
し
ま
す
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
に
は
、
ホ
ー
ル
の

ほ
か
に
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
も

あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
小
学
生
未

満
な
ら
保
護
者
同
伴
で
誰
で
も
自

由
に
使
え
る
フ
ロ
ア
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
イ
テ
ィ
の
駐
車
場
と
7
階
を

管
理
す
る
会
社（
市
が
大
株
主
）が

破
綻
寸
前
に
な
っ
た
時
、
7
階
フ

ロ
ア
を
市
が
買
い
取
っ
て
、
現
在

の
市
民
プ
ラ
ザ
に
し
ま
し
た
。
会

社
は
黒
字
経
営
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
議
論
で
カ
ッ
カ
し
た
議

員
や
市
長
は
、
休
憩
に
入
っ
て
議

場
の
扉
を
開
け
て
外
に
出
る
と
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
走
り
回
る

姿
を
目
に
し
ま
す
。
そ
の
瞬
間
、

大
魔
神（
分
か
り
ま
す
?
）の
よ
う

な
顔
は
、
見
る
見
る
仏
様
の
よ
う

な
顔
に
変
わ
り
ま
す
。
自
分
の
孫

の
姿
で
も
見
つ
け
た
日
に
は
、
そ

れ
は
も
う
生
チ
ョ
コ
に
で
も
な
っ

た
よ
う
に
溶
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
中
の
暫
定
措
置
と

は
い
え
、
こ
の
配
置
は
絶
妙
で
し

た
。
と
げ
だ
っ
た
心
を
丸
く
す
る

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
一
体
誰
の
た
め
に
働
い
て
い
る

の
か
、
そ
れ
を
直
感
的
に
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

合
併
し
て
職
員
が
減
り
、
議
員

の
姿
が
消
え
閑
散
と
し
た
旧
町
役

場
に
、
図
書
館
の
分
館
や
子
育
て

セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
た
と
き
も
、

同
じ
よ
う
な
効
果
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
声

が
響
き
渡
る
庁
舎
。

　

新
庁
舎
は
、
前
庭
が
芝
生
広
場

に
な
り
ま
す
。
以
前
は
、
本
庁
舎

2
階
に
あ
っ
た
市
長
室
か
ら
外
を

見
る
と
、
駐
車
場
で
し
た
。
そ
こ

で
、
車
に
は
新
庁
舎
裏
側
に
回
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

晴
れ
た
日
、
広
場
を
子
ど
も
た

ち
が
転
げ
回
り
、
歓
声
が
響
き
渡

る
。
職
員
は
自
答
し
な
が
ら
仕
事

を
続
け
る
。
私
た
ち
は
、
一
体
誰

の
た
め
に
働
い
て
い
る
の
だ
?

　

市
は
、
環
境
経
済
事
業（
環
境

を
良
く
す
る
事
業
活
動
で
利
益
が

生
ま
れ
る
も
の
）を
さ
ら
に
推
進

す
る
た
め
、
平
成
24
年
11
月
か
ら

環
境
経
済
事
業
の
認
定
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

市
内
の
金
融
機
関
、
豊
岡
商
工

会
議
所
、
豊
岡
市
商
工
会
、
お
よ

び
市
は
、
環
境
経
済
認
定
事
業
を

重
点
的
に
支
援
す
る
た
め
、「
豊
岡

市
環
境
経
済
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
※
注
）」

を
設
立
す
る
こ
と
を
決
め
、
1
月

10
日
に
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
組
織
で
は
、
環
境
経
済
事

業
認
定
を
受
け
た
企
業
と
構
成
団

体
が
定
期
的
に
集
ま
り
、①
現
状
・

将
来
像
・
課
題
等
の
情
報
共
有
②

分
析
、
助
言
③
事
業
計
画
、
支
援

策
の
検
討

－

を
行
い
ま
す
。

※
注 
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
…
事
業
立
ち

上
が
り
期
の
共
同
支
援
組
織

　

新
潟
県
三
条
市
に
は
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
福
島
県
南

相
馬
市
な
ど
の
方
が
数
多
く
お
ら

れ
、
今
な
お
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
三

条
市
で
暮
ら
す
被
災
者
の
皆
さ
ん

に
対
し
て「
豊
岡
か
ら
応
援
す
る

心
」を
届
け
る
こ
と
に
し
、
市
内

事
業
者
に
協
力
を
依
頼
し
た
と
こ

ろ
、
下
記
の
産
品
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

豊
岡
か
ら
の
心
ば
か
り
の「
お

正
月
産
品
」と
し
て
、
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
入
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
同
封
し
、

12
月
25
日
に
発
送
し
ま
し
た（
ヤ

マ
ト
運
輸
㈱
が
特
別
料
金
で
配
送

協
力
）。

　

三
条

市
の
協

力
で
、

27
日
に

被
災
家

庭
に
届

け
ら
れ

ま
し
た
。

〜
福
島
県
の
被
災
地
か
ら
新
潟
県
三
条
市
に
避
難
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
〜

「
お
正
月
産
品
」の
贈
り
物
を
発
送

〜
豊
岡
市
環
境
経
済
認
定
事
業
を
共
同
支
援
〜

豊
岡
市
環
境
経
済
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
設
立

産　　品 提供者等
大根

豊岡市土地改良
協議会

白菜
菊菜
ホウレンソウ
キャベツ
餅（１キロ入り）
ニンジン ㈱Ｔｅａｍｓ
かまぼこ（鴻のとりの翔） 二方蒲鉾㈱ちくわ（城崎ちくわ）
干支の置物 豊岡市購入ラスク（10枚入り）

子
ど
も
の
館

63

▲豊岡市環境経済インキュベーションパート
ナーシップ設立総会の様子

▲送った「お正月産品」

《「お正月産品」の贈り物　各90セット》
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円
山
川
　
初
漕こ

ぎ

今
年
も
全
国
大
会
目
指
し
て

頑
張
る
ぞ
！

城 崎城 崎

竹
野
青
少
年
空
手
道
教
室「
寒
稽
古
」

気
合
の「
突
き
」で

寒
さ
も
吹
き
飛
ば
す
！

竹 野竹 野

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
で「
法ほ
っ

花け
い

寺じ

万ま
ん

歳ざ
い

」披
露

祝
福
芸
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
で

良
い
年
ス
タ
ー
ト
！

豊 岡豊 岡

▲水墨画のような雪景色を背景に初漕ぎを楽しむ参加者
ら

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
は
、
1
月
3
日
と
4
日
に
特

別
開
館
し
、
3
日
に
は
伝
統
芸
能「
法
花
寺
万
歳
」を

ホ
ー
ル
で
披
露
し
ま
し
た
。同
万
歳
は
、正
月
に
家
々

の
座
敷
や
門
前
で
祝
い
を
述
べ
る
門
付
け
芸
で
、
県

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
烏え

帽ぼ

子し

を
付
け
扇
子
を
持
つ
太た
ゆ
う夫
と
黒
頭

巾
を
か
ぶ
り
鼓つ
づ
み

を
手
に
し
た
才さ
い

若わ
か

が
、三
味
線
に
合
わ

せ
て
踊
り
な
が
ら
巧
み
な
掛
け
合
い
を
演
じ
ま
し
た
。

　
外
で
は
雪
が
舞
い
、
白
銀
の
中
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

舞
い
降
り
、
す
っ
く
と
立
っ
て
い
ま
す
。

　
新
春
ら
し
い
華
や
か
さ
に
包
ま
れ
、来
館
者
は「
コ

ウ
ノ
ト
リ
と
お
め
で
た
い
万
歳
を
見
ら
れ
て
、
今
年

は
良
い
年
に
な
り
ま
す
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
1
月
5
日
、
城
崎
町
楽さ

々さ

浦う
ら

、
城
崎
ボ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
円
山
川
で
、
初
漕
ぎ（
円
山
川
城
崎
ボ

ー
ト
協
会
主
催
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平

成
18
年
の「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」で
、
こ
の
地
が
競

技
会
場
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
同
年
に
初
開
催
。
今
年

で
8
回
目
と
な
る
恒
例
行
事
で
す
。

　
久
し
ぶ
り
に
晴
れ
間
が
の
ぞ
く
中
、
城
崎
中
学
校

や
香
住
高
等
学
校
の
ボ
ー
ト
部
員
ら
15
人
が
順
次
ボ

ー
ト
に
分
乗
。
オ
ー
ル
の
感
触
を
確
か
め
な
が
ら
ボ

ー
ト
を
滑
ら
せ
ま
し
た
。
同
協
会
理
事
長
の
結
城
竜

則
さ
ん
は「
全
国
レ
ベル
の
大
会
を
地
元
で
毎
年
開
催

し
て
き
た
が
、
昨
年
で
一
区
切
り
。
今
後
は
、
競
技

人
口
を
増
や
す
こ
と
が
課
題
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
1
月
14
日
、
竹
野
浜
海
水
浴
場
で
、
竹
野
青
少
年

空
手
道
教
室
の「
寒
稽
古
」が
行
わ
れ
、
教
室
に
通
う

小
学
生
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
寒
稽
古
は
、
強
い
心
を
養
う
た
め
に
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
新
年
最
初
の
練
習
で
す
。
風
が
吹
き
、

雨
が
降
る
中
、
子
ど
も
た
ち
は
、
古こ

保ぼ

治じ

郎ろ
う

師
範
と

海
に
入
り
、「
え
い
っ
!
」の
掛
け
声
で
気
合
の
入
っ

た「
突
き
」を
繰
り
出
し
て
い
ま
し
た
。
中
川
晃
一
く

ん（
竹
野
小
5
年
）は「
寒
か
っ
た
で
す
が
、
気
合
を

入
れ
て
頑
張
り
ま
し
た
」と
満
足
そ
う
に
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
稽
古
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、
北
前
館
の
浴
場
で
冷

え
た
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

▲太夫（右）が主人公、裁
たっ
着
つけ
袴
ばかま
を着た才若が助演者。今の

漫才でいうと、才若がボケで、太夫がツッコミ

▲元気よく｢突き｣を繰り出す子どもたち
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平
田
ど
ん
ど
焼
き

「
無
病
息
災
・
家
内
安
全
」

願
い
よ
、天
ま
で
届
け
！

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲真面目に指導を受ける中にも、笑い声が但馬ドームに
こだまする

　
1
月
12
日
と
13
日
、
県
立
但
馬
ド
ー
ム（
日
高
町

名
色
）で
テ
ニ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
田
学
園
女
子
大
学（
尼
崎
市
）の
協
力
も
あ
り
、

初
日
に
は
一
般
約
40
人
、
2
日
目
に
は
高
校
生
以
下

約
50
人
が
参
加
し
、
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
同
大
学

テ
ニ
ス
部
員
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
く
せ
の
指
摘
や
フ
ォ
ー
ム
安
定
の
コ

ツ
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
、
そ
の
後
の
プ
レ
ー
に

違
い
が
見
ら
れ
る
ほ
ど
良
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
2
日
目
に
は
、
幼
稚
園
児
と
小
学
校
低
学
年
向
け

に
、
ボ
ー
ル
遊
び
感
覚
の
教
室
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　
指
導
し
た
学
生
は「
各
コ
ー
ト
に
活
気
が
あ
っ
た
。

指
導
を
生
か
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲京阪神の大学生を中心とする平田子ども自然村の若者
10人も参加し、交流

　
1
月
13
日
、
但
東
町
平
田
で
ど
ん
ど
焼
き
が
開
催

さ
れ
、
約
80
人
の
区
民
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
神
事
は
毎
年
小
正
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

区
民
ら
は
、
竹
で
高
さ
5
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
8
メ
ー

ト
ル
の
櫓や
ぐ
ら

を
手
際
良
く
組
み
立
て
、
門
松
や
正
月
飾

り
、
書
き
初
め
な
ど
を
持
ち
寄
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
櫓
に
火
を
入
れ
る
と
、
勢
い
よ
く
燃
え
出
し
、

「
ど
ん
ど
や
、
ど
ん
ど
や
」の
掛
け
声
と
と
も
に
無
病

息
災
、
家
内
安
全
な
ど
を
祈
り
ま
し
た
。

　
同
区
ふ
る
さ
と
委
員
長
の
水
谷
保や
す

昭あ
き

さ
ん
は「
子

ど
も
た
ち
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
伝
統
行
事
で
す
。

後
世
に
伝
え
、
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
」と

子
ど
も
た
ち
を
や
さ
し
く
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

生
け
花
教
室（
お
正
月
用
）

生
け
花
を
通
し
て

日
本
の
美
し
さ
を
残
し
た
い

出 石出 石
　
12
月
27
日
、
福
住
地
区
公
民
館
で
、
生
け
花
教
室

が
開
催
さ
れ
、
10
人
の
参
加
者
が
お
正
月
用
の
生
け

花
を
生
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
多
く
は
初
心
者
。
嵯さ

峨が

御ご

流
華
道
総
司

所
理
事
の
西
村
強き
ょ
う

甫ほ

さ
ん
か
ら
、
生
け
花
の
基
本
を

丁
寧
に
教
わ
り
ま
し
た
。
特
に
、「
形
だ
け
で
は
な
く
、

物
を
大
切
に
す
る
心
で
生
け
て
く
だ
さ
い
」と
い
う

指
導
に
は
、
参
加
者
も
納
得
の
様
子
。
松
や
ナ
ン
テ

ン
、
セ
ン
リ
ョ
ウ
、
ア
イ
リ
ス
、
菊
な
ど
を
自
由
な

発
想
で
生
け
て
、
楽
し
み
ま
し
た
。

　
教
室
に
参
加
し
た
女
性
は「
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
美
し
く
見
え
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
」と
、
正

月
飾
り
の
出
来
具
合
に
満
足
そ
う
で
し
た
。

▲西村さんの手本を熱心に見入る参加者

テ
ニ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

少
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
で

納
得
の
プ
レ
ー
が
‼
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失
わ
れ
つ
つ
あ
る
大
切
な
も
の
を
掘
り
起
こ
し
、港
か
る

た
を
起
爆
剤
と
し
て
地
域
活
性
化
を
図
る
元
気
な
男
性
を

紹
介
し
ま
す
。

川
﨑
明
夫
さ
ん（
65
歳
）気
比

地
域
固
有
の
自
然
、歴
史
、伝
統
、文
化
を

か
る
た
を
通
し
て
今
に
伝
え
る港かるたと史跡めぐりガイドブックを手に港かるた〔字札・絵札・読札（左から）〕

れ
な
ら
句
を
覚
え
て
い
な
い
と
早

く
取
れ
な
い
の
で
、
高
齢
者
も
子

ど
も
に
勝
て
る
の
で
は
」と
楽
し

そ
う
に
話
し
ま
す
。

「
史
跡
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」完
成

　

か
る
た
の
発
刊
を
き
っ
か
け
に
、

か
る
た
の
史
跡
所
在
地
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
兼
ね
た
、
か
る
た
ゆ
か
り
の
史

跡
巡
り
事
業
が
、
各
区
や
学
校
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
集
落
の
地
図
上
に
か

る
た
に
登
場
す
る
史
跡
の
場
所
を

記
し
た「
史
跡
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」を
作
成
し
、
全
戸
に
配
布

し
ま
し
た
。
45
枚
の
絵
札
と
解
説

文
も
掲
載
し
、
ふ
る
さ
と
が
一
目

で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

港
は
ほ
ん
ま
に
エ
エ
と
こ
で
す
よ

－

　
「
か
る
た
を
起
爆
剤
に
、
地
域

や
世
代
間
の
つ
な
が
り
が
強
ま
り

ま
し
た
。
地
域
活
動
へ
の
参
加
者

も
増
え
、
地
元
へ
の
愛
着
も
深
ま

っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
実
行

委
員
会
は
存
続
し
、
史
跡
巡
り
の

ガ
イ
ド
や
か
る
た
大
会
の
審
判
を

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
か
る
た

に
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
題
材

の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
」

と
の
こ
と
。
皆
さ
ん
も
港
地
区
の

史
跡
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

みなと学園健康講座でかるた教室を開催

2
5
0
句
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

「
五
七
五
の
句
で
45
音
に
当
て
は

め
る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
ね
」

と
話
す
川
﨑
さ
ん
。

　

従
来
の
か
る
た
と
同
じ
で
は

面
白
く
な
い
の
で
、
読
み
札
の

「
五
七
五
」の
句
の
う
ち
、
真
ん
中

の「
七
」の
句
の
頭
文
字
を
取
り
札

に
し
、
上
の
句
を
詠
ん
で
下
の
句

を
取
る
百
人
一
首
の
技
法
を
取
り

入
れ
ま
し
た
。取
り
札
は
片
面
が
切

り
絵
に
よ
る「
絵
札
」、も
う
片
面

は
読
み
札
の
句
を
書
い
た「
字
札
」

と
し
、
切
り
絵
は
地
元
作
家
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
原
画
を
区
民
が
和
紙

で
制
作
。
字
札
は
地
元
の
書
家
が

趣
の
あ
る
書
を
し
た
た
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
読
み
札
の
裏
に
解
説

文
を
付
け
て
歴
史
書
の
機
能
を
持

た
せ
、
機
能
性
と
芸
術
性
を
併
せ

持
っ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

か
る
た
大
会
を
継
続
開
催

　

平
成
23
年
2
月
に
第
1
回
港
か

る
た
大
会
を
開
催
。
個
人
戦
、
団

体
戦
、
7
地
区
対
抗
戦
に
、
あ
ら

ゆ
る
年
代
か
ら
約
1
6
0
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
平
成
24
年
に
は
参

加
者
が
2
0
0
人
に
増
え
ま
し
た
。

　
「
2
月
3
日（
日
）に
第
3
回
大

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

趣
向
を
変
え
て
字
札
を
取
る
よ
う

に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

　
「
青
い
タ
グ　

日
本
一
の　

津

居
山
か
に
」「
積
年
の　

願
い
で
架

け
た　

港
大
橋
」―
。

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
後
世
に
…

　

1
級
河
川
円
山
川
の
河
口
部
に

位
置
し
、
漁
業
、
農
業
、
観
光
を

主
産
業
に
七
つ
の
集
落
で
構
成
さ

れ
る
港
地
区
。
同
地
区
で
は
、
ふ

る
さ
と
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
と

と
も
に
、
後
世
に
継
承
す
る
た
め
、

地
元
の
歴
史
や
伝
統
、
文
化
、
産

業
な
ど
を
題
材
に
し
た「
港
か
る

た
」を
作
成
。
全
世
帯（
約
千
戸
）

に
無
料
配
布
し
ま
し
た
。
港
か
る

た
実
行
委
員
会
副
委
員
長
の
川
﨑

明
夫
さ
ん
は「
約
2
年
掛
け
て
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
苦
労
も
あ
り
ま

し
た
が
、
み
ん
な
楽
し
ん
で
ま
し

た
よ
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

地
域
を
結
ぶ
港
か
る
た

　

川
﨑
さ
ん
は「
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
に
携
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
、

完
成
後
は
活
用
す
る
こ
と
」を
条

件
に
平
成
20
年
に
実
行
委
員
会
を

設
立
。
メ
ン
バ
ー
は
区
長
会
、
高

年
ク
ラ
ブ
、
公
民
館
や
育
成
会
の

役
員
ら
で
構
成
し
、
実
際
に
制
作

に
関
わ
る
制
作
部
会
を
設
け
、
約

70
人
で
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
か
る
た
の
題
材
を
45
に

絞
り
込
み
、
読
み
札
の
句
を
区

民
に
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
約

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
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出
石
中
学
校（
出
石
）

案
内
者　

松ま
つ

本も
と

み
の
り
さ
ん（
３
年
３
組
）・

内う
ち

畑は
た

綺き

世よ

美み

さ
ん（
３
年
２
組
）・
小こ

坂さ
か

尚な
お

規き

く
ん（
３
年
１
組
）（
左
か
ら
）

心
も
体
も
健
康
に
な
れ
る
！

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
Ｅイ

ー

Ｇジ
ー

Ｍエ
ム

1
0
0（
豊
岡
）

　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
E
G
M
1　
0
　

0
は
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ

て
体
操
す
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
サ

ー
ク
ル
名
に
あ
る「
E
G
M
」は
、

E
＝
江
本
、
G
＝
元
気
な
、
M
＝

マ
ダ
ム
か
ら
付
け
ま
し
た
。

　

代
表
の
奥　

君
子
さ
ん
は
、
健

康
を
す
す
め
る
会
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
、
希

望
者
で
こ
の
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

会
員
は
現
在
女
性
10
人
で
、
57
歳

か
ら
78
歳
ま
で
。
と
て
も
元
気
な

マ
ダ
ム
た
ち
で
す
。

  

毎
月
第
1
・
3
水
曜
日
の
夜
に

江
本
会
館
で
体
操
を
し
て
い
ま
す
。

練
習
後
の
お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し
み

の
一
つ
で
、
自
分
た
ち
が
仕
入
れ

た
健
康
情
報
を
交
換
す
る
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は「
肩
こ
り
・

便
秘
が
改
善
し
た
」「
体
重
が
減
っ

た
」「
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
楽
し

く
で
き
る
の
で
、
ス
ト
レ
ス
解
消

に
な
る
」と
体
操
の
成
果
を
う
れ

し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
体

操
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
歩あ
る

キ
ン

グ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ「
☆Let's

歩

キ
ン
グ
」や「
き
よ
し
の
ズ
ン
ド

コ
節
」な
ど
の
曲
に
振
り
を
付
け

た
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
レ
パ
ー

ト
リ
ー
は
現
在
5
曲
で
、
全
て
の

曲
の
振
り
付
け
を
奥
さ
ん
が
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

奥
さ
ん
は「
一
番
の
目
的
は
、

み
ん
な
に
自
分
の
健
康
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
ぜ
ひ
、

1
0
0
歳
ま
で
続
け
た
い
」と
笑

顔
で
話
し
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
カ
バ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
で
開
催
さ
れ
た「
カ
バ
ス
ト
マ

ル
シ
ェ
」で
、
初
め
て
披
露
。
次

回
は
3
月
に
福
祉
施
設
で
の
催
し

へ
出
演
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

▲毎回約２時間、しっかり汗を流します

学
校
探
検
　 

⑨

位
入
賞
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ

た
」、
小
坂
く
ん
は「
お
互
い
に
技

術
な
ど
を
高
め
合
え
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
」と
話
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
内
畑
さ
ん
、
松
本
さ

ん
、
小
坂
く
ん
の
3
人
に
出
石
中

学
校
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

特
徴
あ
る
取
組
み
と
し
て
、
奉

仕
活
動
が
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
中

に
全
校
奉
仕
作
業
と
し
て
一
斉
に

自
分
た
ち
の
住
む
地
区
の
掃
除
を

し
た
り
、J
R
C
委
員
会
が
呼
び

掛
け
て
、

一
人
暮
ら

し
の
高
齢

者
に
励
ま

し
の
手
紙

を
書
く

「
ふ
れ
あ

い
郵
便
」

な
ど
に
取

り
組
ん
で

い
ま
す
。
先
日
は
年
賀
状
を
送
り

ま
し
た
。
手
書
き
の
手
紙
を
送
る

こ
と
で
、
受
け
取
っ
た
方
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
と
思
う
と
温
か
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
「
プ
ル
タ
ブ
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
集
め
」で
は
、
集
ま
っ

た
も
の
を
月
に
1
回
ク
ラ
ス
ご
と

に
取
り
ま
と
め
、
関
係
団
体
に
送

り
、
ワ
ク
チ
ン
の
購
入
に
役
立
て

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
「
夢
の
感
労
賞
」は
、
学
期
ご
と

に
、
ク
ラ
ス
の
中
か
ら「
ク
ラ
ス

を
支
え
て
き
た
人
」を
選
び
、
表

彰
し
て
い
ま
す
。
卒
業
す
る
ま
で

に
一
度
は
選
ば
れ
た
い
と
思
っ
て

い
る
生
徒
も
多
い
で
す
。

　
「
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム（
授
業
と
授
業

の
間
の
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
さ
な
い

取
組
み
）」や「
五
分
前
行
動
」は
、

入
学
当
初
は
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
で
は
習
慣
化
し
て
い
ま

す
。

　

出
石
中
学
校
は
、
生
徒
み
ん
な

が
仲
が
良
く
、
行
事
ご
と
に
生
徒

の
輪
を
育
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
会

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に「
実
〜
誇
れ
る

出
中
を
〜
」を
掲
げ
て
い
る
の
で
、

今
後
も
ま
だ
実
現
で
き
て
い
な
い

こ
と
や
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
み
、

学
校
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

中学校
編

　

出
石
中
学
校
は
在
校
生
3
0
5

人
で
、
学
校
教
育
目
標
に「
共
に

学
び
合
い　

こ
こ
ろ
豊
か
に　

た

く
ま
し
く
生
き
る
生
徒
を
育
成
す

る
」こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

同
校
に
通
う
生
徒
会
長
の
内
畑

綺
世
美
さ
ん
は
、
女
子
テ
ニ
ス
部
、

副
会
長
の
松
本
み
の
り
さ
ん
と
小

坂
尚
規
く
ん
は
、
剣
道
部
に
所
属

し
て
い
ま
し
た
。

　

部
活
動
の
こ
と
を
聞
く
と
、
内

畑
さ
ん
は「
試
合
形
式
で
行
う
練

習
で
は
、
学

年
に
関
係
な

く
対
戦
で
き
、

技
術
向
上
を

図
れ
て
楽

し
か
っ
た
」、

松
本
さ
ん
は

「
部
員
数
が

多
く
、
ま
と

め
る
の
が
大
変
だ
っ
た
が
、
試
合

で
は
団
結
し
て
、
但
馬
大
会
で
上

▲奉仕活動
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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

ケ
ア
ホ
ー
ム
と
は

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー

ム
と
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
世

話
人
な
ど
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
共
同
生
活
を
営
む
住
宅
の
こ

と
で
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー

ト
、
戸
建
て
な
ど
の
住
宅
を
利
用

し
、
社
会
福
祉
法
人
や
N
P
O
法

人
な
ど
が
設
置
し
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
障
害

が
軽
度
な
方
に
、
家
事
な
ど
の
日

常
生
活
上
の
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
で
は
、
介

護
が
必
要
と
さ
れ
る
方
に
食
事
・

入
浴
な
ど
の
介
助
が
併
せ
て
行
わ

れ
ま
す
。

生
活
ス
タ
イ
ル

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー

ム
は
、
入
居
す
る
方
に
と
っ
て

の「
家
」で
あ
り
、「
生
活
の
場
」で

す
。
平
日
の
日
中
は
、
職
場
や
作

業
所
に
通
勤
・
通
所
し
た
り
、
病

院
や
施
設
の
デ
イ
ケ
ア
な
ど
に
通

い
、
帰
宅
後
は
食
事
や
入
浴
な
ど

一
般
の
方
と
同
様
の
生
活
を
行
い

ま
す
。
休
日
に
は
、
買
物
を
し
た

り
、
遊
び
に
行
っ
た
り
す
る
方
も

い
ま
す
。
世
話
人
や
生
活
支
援
員

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
2

 
0
 1 

2
年
の
10
大
項
目
を
発
表
し
ま
し

た
。①高

齢
者
ト
ラ
ブ
ル
増
加

　

高
齢
者
の
相
談
が
全
体
の
4
分

の
1
を
占
め
、
詐
欺
的
な
も
う
け

話
の
ト
ラ
ブ
ル
が
目
立
ち
、
高
額

な
被
害
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
過
去
の
損
失
を
取
り
戻

せ
る
と
勧
誘
す
る「
二
次
被
害
」の

相
談
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

②
買
え
買
え
詐
欺
横
行

　

勧
誘
業
者
が
、
高
値
で
買
い
取

る
と
言
っ
て
、
消
費
者
に
未
公
開

株
や
社
債
を「
買
え
買
え
」と
勧
誘

し
て
高
額
で
購
入
さ
せ
、
結
局
は

買
い
取
ら
な
い
と
い
う
詐
欺
的
商

法
が
横
行
し
ま
し
た
。

③
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
商
法
の
手

口
広
が
る

　

サ
イ
ト
業
者
に
雇
わ
れ
た「
サ

ク
ラ
」が
異
性
や
タ
レ
ン
ト
な
ど

に
な
り
す
ま
し
て
消
費
者
を
出
会

い
系
サ
イ
ト
な
ど
に
誘
導
し
、
サ

イ
ト
の
利
用
料
金

を
支
払
わ
せ
る
詐

欺
的
な
手
口
が
広

が
り
ま
し
た
。

地
域
で
と
も
に
暮
ら
す
…
⑩

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム

か
ら
、
生
活

面
で
必
要
な

助
言
や
指
導

を
受
け
、
地

域
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

　

以
前
の
障
害
者
施
策
は
、
施
設

入
所
が
中
心
で
し
た
が
、
現
在
は
、

地
域
で
自
立
に
向
け
た
支
援
を
充

実
さ
せ
る
考
え
方
に
変
わ
り
ま
し

た
。
入
所
施
設
か
ら
出
て
、
希
望

す
る
地
域
で
暮
ら
し
た
り
、
家
族

か
ら
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
く
に
は
、

地
域
の
中
に「
生
活
の
場
」と
な
る

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
自
宅
で
家
族
の
支
え
を

受
け
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
方
も
、

親
の
高
齢
化
な
ど
で
今
後
の
生
活

に
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
の
方
々
の
協
力
と
理
解
の
も

と
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア

ホ
ー
ム
を
地
域
全
体
で
支
援
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

《
問
合
せ
》
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
24ｰ

7
0
3
3

年
2
月
ま
で
に
施
行
さ
れ
る
予
定

で
す
。

⑦
消
費
者
安
全
調
査
委
員
会
発
足

　

消
費
者
安
全
法
が
改
正
さ
れ
、

生
命
や
身
体
に
関
わ
る
消
費
者
事

故
の
原
因
究
明
を
行
う「
消
費
者

安
全
調
査
委
員
会
」が
10
月
に
発

足
し
ま
し
た
。

⑧
消
費
者
教
育
推
進
法
成
立

　

消
費
者
教
育
の
総
合
的
・
一
体

的
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て「
消
費
者
教
育
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」が
成
立
し
ま
し
た
。

⑨
コ
ン
プ
ガ
チ
ャ
廃
止
へ

　

消
費
者
庁
が
、「
コ
ン
プ
ガ
チ
ャ

と
呼
ば
れ
る
電
子
ク
ジ
の
仕
組
み

は
景
品
表
示
法
違
反
」と
の
見
解

を
示
し
た
た
め
、
関
連
事
業
者
は

相
次
い
で
廃
止
し
ま
し
た
。

⑩
食
品
表
示
の
一
元
化
検
討
進
む

　

食
品
表
示
は
、
食
品
衛
生
法
、

J ジ
ャ
ス
A
S
法
、
健
康
増
進
法
で
別
々

に
定
め
ら
れ
て
い
て
分
か
り
に
く

い
た
め
、
一
元
化
し
た「
新
食
品

表
示
法
」の
創
設
が
提
案
さ
れ
て

い
ま
す
。

④
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
相
談
増
加

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
急
速
な
普

及
で
通
話
料
や
機
器
・
通
信
サ
ー

ビ
ス
の
品
質
の
ほ
か
、
有
料
サ
イ

ト
か
ら
の
料
金
請
求
に
関
す
る
相

談
が
急
増
し
ま
し
た
。「
オ
ン
ラ
イ

ン
ゲ
ー
ム
」に
関
す
る
相
談
件
数

も
、
昨
年
と
比
べ
2
倍
以
上
に
な

り
ま
し
た
。

⑤
サ
ラ
金
・
フ
リ
ー
ロ
ー
ン

の
相
談
大
幅
減
少

　

貸
金
業
法
な
ど
の
改
正
で
規
制

が
強
化
さ
れ
、
完
全
施
行
さ
れ
た

2
0
1
0
年
以
降
、
サ
ラ
金
・
フ

リ
ー
ロ
ー
ン
の
相
談
が
減
少
し
、

2
0
1
2
年
は
さ
ら
に
減
少
し
ま

し
た
。

⑥
訪
問
購
入
が
規
制
対
象
に

　

訪
問
業
者

が
貴
金
属
な

ど
を
安
価
で

買
い
取
る
ト

ラ
ブ
ル
が
多

発
し
た
た
め
、
8
月
に
特
定
商
取

引
法
が
改
正
さ
れ
、「
訪
問
購
入
」

が
規
制
対
象
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

訪
問
購
入
に
対
す
る
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
制
度
化
な
ど
が
、
本

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
46

　
〜
消
費
者
問
題
に
関
す
る
2
0
1
2
年
の
10
大
項
目
〜
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２
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
す
く
す

く
育
っ
て
ネ
。　　
　
　
　
　

（
父 

琢
弥
・
母 

恵
美
、弥
栄
町
）

橋本 駿
しゅん

太
た

ちゃん
（平成22年9月30日生）

　

祝
１
歳
♡
ニ
ッ
コ
リ
笑
顔
で
振
り

返
る
姿
に
キ
ュ
ン
と
く
る
よ
。こ
れ

か
ら
も
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
。　

（
父 

聖
・
母 

留
理
子
、但
東
町
平
田
）

髙井　  晴
はる

ちゃん
（平成23年9月27日生）

（
12
月
25
〜
28
日
、
大
阪
市
）

▽
兵
庫
県
選
抜（
小
山
貴た
か

稀き

・
豊

岡
北
中
3
年
）

第
26
回
全
国
都
道
府
県
対
抗      

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

2
0
1
3
出
場

（
3
月
28
〜
30
日
、千
葉
県
浦
安
市

な
ど
）

▽
兵
庫
県
選
抜（
藤
本
巧こ
う

太た

・
日
高

東
中
2
年
）

平
成
24
年
度

グ
リ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
表
彰

▽
資
母
小
学
校（
但
東
町
中
山
）

平
成
24
年
度
兵
庫
県
農
業
賞

▽
西
垣
源げ
ん

正し
ょ
う（
但
東
町
栗
尾
）

兵
庫
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会  

会
長
表
彰

■
組
合
功
労
者

▽
衣
川
英ひ
で

生お（
山
王
町
）

▽
木
和
田
智
成（
下
陰
）

▽
木
和
田
泰や
す

司し（
元
町
）

▽
津
山
貴
義（
泉
町
）

▽
橋
本
和
則（
正
法
寺
）

▽
羽は

倉く
ら

嘉よ
し

徳の
り（
山
王
町
）

ひ
ょ
う
ご
俳
句
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
県
芸
術
文
化
協
会
賞

▽
濱
田
未
沙（
豊
岡
総
合
高
1
年
）

県
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
審
査
会

■
金
賞

▽
赤
松
辰
哉（
五
荘
小
4
年
）

▽
松
岡
愛
香（
豊
岡
南
中
3
年
）

■
銀
賞

▽
井
﨑
里
美（
出
石
中
1
年
）

近
畿
地
区
子
ど
も
会
育
成
研
究
協
議
会

■
近
畿
地
区
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

会
長
表
彰

▽
土は

野の

信
義（
出
石
町
寺
坂
）

1.17

防
災
未
来
賞「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」

は
ば
タ
ン
賞
受
賞

▽
豊
岡
総
合
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
ク
ラ
ブ（
加
広
町
）

第
68
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
北
信
越
・

東
海
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会

（
12
月
23
〜
24
日
、
長
野
市
）

■
少
年
の
部
・
3
位

▽
兵
庫
県
選
抜（
梶
高
　
光
・豊
岡

総
合
高
3
年
、岡
田
優
介
・同
高

3
年
、大
嶋
修
平・同
高
3
年
、岡

田
弘
樹・同
高
1
年
、榎
本
　
廉れ
ん・

同
高
1
年
、新
田
　
峻
・豊
岡
高

3
年
、嶋
　
佑
介
・
同
高
1
年
、

榎
本
　
舜し
ゅ
ん・近
畿
大
学
附
属
豊
岡

高
3
年
、山
本
雅
広・同
高
2
年
、

高
橋
史ふ
み

紹あ
き
・同
高
2
年
、清
水
淳

一・
同
高
1
年
）

　

1
月
26
日
か
ら
東
京
都
東
大
和

市
・
西
東

京
市
で
開

催
さ
れ
る

「
ス
ポ
ー

ツ
祭
東
京

2
0
1
3
」

の
出
場
権

を
獲
得
し

ま
し
た
。

豊
岡
市「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」

兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル
2
年
連
続

特
選
受
賞

　

兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
豊
岡

市
農
業
委
員
会
が
編
集
発
行
す
る

「
農
業
委
員
会
だ
よ
り　

と
よ
お

か
」が
2
年
連
続
で
特
選
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
、

掲
載
し
て
い

る
情
報
量
の

多
さ
や
独
自

の
企
画
記
事
、

デ
ザ
イ
ン
構

成
な
ど
、
紙
面
作
り
の
工
夫
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
　

優
良
P
T
A
文
部
科
学
大
臣
表
彰

▽
資
母
小
学
校
P
T
A（
但
東
町

中
山
）

全
国
地
域
安
全
運
動
モ
デ
ル
　

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

■
ポ
ス
タ
ー（
住
宅
を
対
象
と
し
た

侵
入
犯
罪
防
止
の
部
）

○
県
最
優
秀
賞

▽
山
根
光み

結ゆ（
豊
岡
南
中
2
年
）

○
県
優
秀
賞

▽
北
村
真
里
菜（
豊
岡
南
中
2
年
）

■
ポ
ス
タ
ー（
子
ど
も
と
女
性
の

犯
罪
被
害
防
止
の
部
）

○
県
最
優
秀
賞

▽
西
岡
歩
美（
日
高
東
中
3
年
）

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
競
技
大
会
出
場

（
10
月
26
〜
28
日
、神
奈
川
県
横
浜
市
）

■
女
子
3
年
1
0
0
メ
ー
ト
ル障

害

▽
丸
本
佳か

苗な
え（
豊
岡
北
中
3
年
）

第
26
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
出
場

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

△「農業委員会だより」



●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城崎総合支所
　☎32－0001
●竹野総合支所
　☎47－1111
●日高総合支所
　☎42－1111
●出石総合支所
　☎52－3111
●但東総合支所
　☎54－1000
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催
　
し

夢
に
挑
戦
す
る
高
校
生
支
援
事
業

「
平
成
24
年
度
出
石
高
校
芸
術
類

型
展
・
第
21
回
卒
業
制
作
展
・

第
13
回
芸
術
文
化
展
」

日
1
月
31
日（
木
）〜
2
月
26
日（
火
）

※
開
館
時
間
は
、午
前
9
時
30
分
〜
午

後
5
時（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
）

※
水
曜
日
休
館

所
伊
藤
清
永
美
術
館（
出
石
町
内
町
）

内
県
立
出
石
高
等
学
校
で
芸
術
を

専
攻
し
て
い
る
3
年
生
の
書
・

美
術
の
作
品
を
展
示（
同
館
学

芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
あ
り
）

料
大
人
3
0
0
円
、
65
歳
以
上
・

身
障
者
・
高
校
生
・
大
学
生
2 

0
0
円
、
市
内
在
住
・
在
学
の

高
校
生
、
小
・
中
学
生
無
料

解
説
会

・
日
時
…
2
月
3
日（
日
）・
17
日

（
日
）午
後
2
時
〜

・
場
所
…
伊
藤
清
永
美
術
館

・
内
容
…「
描
く
こ
と
の
魅
力
・
観

る
こ
と
の
魅
力
」

問
伊
藤
清
永
美
術
館

　

☎
52

5
4
5
6

第
22
回

と
よ
お
か
津
居
山
港
か
に
ま
つ
り

日
2
月
24
日（
日
）午
前
8
時
30
分

〜
午
後
2
時

所
津
居
山
港
小
島
岸
壁
内「
第
2

荷に

捌さ
ば

き
所
」（
小
島
）

内・
素
人
新
鮮
う
ま
い
も
の
競
り
市

・
か
に
ま
つ
り
大
抽
選
会（
1
回

2
0
0
円
、
午
前
11
時
〜
・
先

着
6
0
0
人
）

※
賞
品
は
、
生
津
居
山
か
に
、
港

民
宿
ペ
ア
宿
泊
券
な
ど

・
か
に
雑
炊
立
ち
食
い（
1
杯
1 

0
0
円
、
午
前
11
時
30
分
〜
・

先
着
8
0
0
人
）

・
チ
ビ
ッ
コ
コ
ー
ナ
ー

・
立
ち
食
い
屋
台
コ
ー
ナ
ー（
か
に

汁
、
海
の
幸
を
利
用
し
た
料
理

な
ど
）

・
海
産
物
な
ど
の
即
売

・
餅
つ
き

・
海
上
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
艇
艦
内

見
学

駐
車
場
気
比
の
浜
臨
時
駐
車
場
を

利
用（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
送
迎
あ

り
）

問
と
よ
お
か
津
居
山
港
か
に
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局（
豊
岡

観
光
協
会
内
）☎
22
8
1
1
1

T-

フ
レ
ン
ズ
こ
ど
も
ま
つ
り

日
2
月
17
日（
日
）午
後
1
時
〜
4
時

所
五
荘
地
区
公
民
館（
上
陰
）

内
菓
子
ま
き
、
お
化
け
屋
敷
、
缶

バ
ッ
チ
釣
り
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
T

フ
レ
ン
ズ
事
務
局（
但
馬

県
民
局
内
）☎
26

3
6
4
8

募
　
集

読
書
推
進
講
演
会

「
お
は
な
し
の
楽
し
さ
を

子
ど
も
た
ち
に
」参
加
者
募
集

日
3
月
9
日（
土
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
0
時
30
分

所
図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚

講
演
室（
京
町
）

内
子
ど
も
に
と
っ
て
の
お
話
の
大

切
さ
や
魅
力

に
つ
い
て
の

講
演
と
お
話

の
実
践　

講
師
東
京
子
ど
も
図
書
館
職
員
・

お
話
の
講
習
会
講
師　

内
藤
直

子
さ
ん

定
60
人
程
度

申
期
1
月
25
日（
金
）〜
3
月
4
日

（
月
）

他
一
時
保
育
は
、
2
月
27
日（
水
）

ま
で
に
申
込
み

申
問
図
書
館
本
館

　

☎
23

6
1
5
1
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名称 所在地 登記面積 売却価格

鴻泉荘跡地 城崎町湯島字湯
の元610‒3 ほか 1,501.05㎡ 8,400万円

旧城南保育園

桜町31‒2 691.29㎡ 3,129万円

桜町31‒5 198.35㎡ 1,021万円

桜町31‒6 198.35㎡ 1,000万円
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随
時
募
集
に
よ
る　
　
　

市
有
地
売
却
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
現
在
、
鴻
泉
荘
跡
地

や
旧
城
南
保
育
園
跡
地
な
ど
32
件

の
土
地
を
、
随
時
募
集
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

購
入
を
希
望
す
る
方
は
、
早
め

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
申
込
み

が
あ
っ
た
物
件
は
、受
付
を
終
了
）。

物
件
（
一
部
）

は
、財
政
課
で
配
布（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

他
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

申
問
財
政
課
☎
21

9
0
1
4

「
と
よ
お
か
健
康
ぷ
ら
ん
21
」

改
定
案
に
関
す
る
意
見
募
集

　

市
で
は
、「
と
よ
お
か
健
康
ぷ
ら

ん
21（
豊
岡
市
健
康
行
動
計
画
）」

（
計
画
期
間
…
平
成
20
〜
29
年
度
）

を
策
定
し
、

市
民
一
人
一

人
が
豊
か
な

人
生
を
送
る

た
め
の
健
康

づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

  

こ
の
た
び
、
現
時
点
で
の
計
画

の
中
間
評
価
と
内
容
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
に
伴
い
、
改
定
案
に
対

す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

意
見
募
集
期
間
1
月
25
日（
金
）〜

2
月
8
日（
金
）必
着

公
表
資
料
の
閲
覧
方
法

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

・
健
康
増
進
課
お
よ
び
各
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
で
閲
覧〔
平
日

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分
〕

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

※
1
月
25
日（
金
）以
降
閲
覧
可
能

提
出
方
法
任
意
様
式
ま
た
は
健
康

増
進
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
に
あ
る
所
定
様
式
に

記
入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

※
任
意
様
式
の
場
合
は
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
改

定
案
に
対
す
る
意
見
を
記
入

※
電
話
で
の
意
見
・
提
案
は
不
可

○
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い

・
内
容
ご
と
に
整
理
し
、
意
見
に

対
す
る
中
間
評
価
委
員
会
の
考

え
と
と
も
に
後
日
公
表（
公
表

は
、
意
見
の
内
容
の
み
）

・
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は

し
な
い

提
出
問
健
康
増
進
課
保
健
医
療
政

策
係
☎
24

1
1
2
7

　
Ｆ
24

9
6
0
5

　
メkenkou@

city.toyooka.lg.jp

但
馬
文
教
府
平
成
25
年
度

　

み
て
や
ま
学
園
・
大
学
院

入
学
生
募
集

■
み
て
や
ま
学
園

平
成
25
年
度
入
学
生
募
集

対
但
馬
地
域
在
住
で
、
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
方

学
習
日
原
則
、
隔
週
金
曜
日

学
習
場
所
但
馬
文
教
府（
妙
楽
寺
）

内
教
養
講
座
、
専
門
講
座
、
ク
ラ

ブ
活
動
な
ど

学
習
年
限
4
年

定
60
人

申
期
3
月
21
日（
木
）必
着

■
み
て
や
ま
学
園
大
学
院

平
成
25
年
度
入
学
生
募
集

対・
但
馬
地
域
在

住
の
方
で
、

県
立
4
年
制

高
齢
者
大
学

ま
た
は
市
町
等
が
設
置
す
る
高

齢
者
大
学
な
ど
を
修
了
し
た
方

・
地
域
活
動
に
意
欲
の
あ
る
お
お

む
ね
60
歳
以
上
の
方

学
習
日
原
則
、
隔
週
火
曜
日

学
習
場
所
但
馬
文
教
府（
妙
楽
寺
）

※
近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学
な
ど

で
の
受
講
あ
り

内○
1
年
生　

基
礎
講
座
、実
践
講
座

○
2
年
生　

応
用
講
座
、実
践
活
動

学
習
年
限
2
年

定
30
人

申
期
3
月
27
日（
水
）必
着

共
通
事
項

受
講
料
年
間
1
万
2
5
0
0
円

（
予
定
）

申
方
所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、

持
参
、
郵
送
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス

申
問
但
馬
文
教
府（
〒
6
6
8

0
0
5
6　

妙
楽
寺
41

1
）

　
☎
22
4
4
0
7
Ｆ
23
0
9
9
8

申
方
募
集
要
領
な
ど
を
確
認
の
上
、

申
込
み

※
土
地
の
一
覧
、
募
集
要
領
な
ど ※その他の物件は、募集要項に掲載
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平
成
25
年
度
小
・
中
・
特
別

支
援
学
校
非
常
勤
講
師

（
初
任
教
員
研
修
）募
集

募
集
人
数

・
小
学
校　

5
4
0
人
程
度

・
中
学
校　

3
3
0
人
程
度

・
特
別
支
援
学
校　

若
干
名

応
募
資
格
小
・
中
学
校
、
高
等
学

　

校
教
諭
普
通
免
許
取
得
者
ま
た

は
平
成
25
年
4
月
1
日
ま
で
の

取
得
見
込
者

勤
務
内
容
初
任
者
研
修
に
係
る
授

業
の
補
充
な
ど

報
酬
1
時
間
当
た
り
2
7
8
0
円

（
変
更
の
可
能
性
あ
り
）

※
交
通
費
は
、
支
給
限
度
額
の
範

囲
で
実
費
支
給

申
方
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
2
月
1
日（
金
）〜
3
月
15
日

　
（
金
）必
着

申
問

・
但
馬
教
育
事
務
所（
〒
6
6
8

0
0
2
5　

幸
町
7

11
）

　

☎
23

1
0
0
1

・
市
こ
ど
も
教
育
課

　

☎
23

1
4
5
2

休
日
急
病
診
療
所

医
療
事
務
員
募
集

応
募
資
格
昭
和
31
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
、
医
療
事
務
の
経

験
が
あ
る
方

募
集
人
数
2
人

業
務
内
容
休
日
急
病
診
療
所
で
の

医
事
外
来
事
務
、
受
付
業
務
、

患
者
対
応
業
務
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

入
力
業
務
、
診
療

報
酬
明
細
書
・
カ

ル
テ
等
作
成
業
務

※
他
の
医
療
機
関
と
の
兼
務
可

勤
務
日
等
日
曜
日
、
祝
日
、
1
月

1
〜
3
日
、
8
月
15
日
、
12
月

31
日

※
年
間
70
日
程
度
を
、
2
人
の
職

員
で
交
代
し
、
1
人
ず
つ
勤
務

勤
務
時
間（
基
本
）
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分（
う
ち
1
時
間

休
憩
）

報
酬
日
額
1
万
円

選
考
方
法
面
接
試
験

※
日
時
・
場
所
は
、
後
日
連
絡

採
用
予
定
日
4
月
1
日

申
方
健
康
増
進
課
に
あ
る「
採
用

試
験
申
込
書
」に
記
入
の
上
、

持
参

申
期
2
月
8
日（
金
）

申
問
健
康
増
進
課
☎
24
1
1
2
7

平
成
25
年
度
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
」

新
規
会
員
募
集

申
方
保
育
園
に
来
園（
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
）

申
期
1
月
28
日（
月
）〜
定
員
に
達

す
る
ま
で

申
問
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

　
（
下
陰
）☎
29

3
9
0
0

We
ぷ

ウ
ィ

ら
ざ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
作
品
等
募
集

応
募
資
格

〈
団
体
〉

・
国
、
県
、
市
に
属
す
る
団
体

・
商
工
会
、
観
光
協
会
な
ど
公
共

的
団
体

・
日
高
文
化
協
会
加
盟
団
体
お
よ

び
日
高
地
域
各
地
区
公
民
館
の

登
録
団
体

〈
個
人
〉

・
豊
岡
市
美
術
展
招
待
作
家

・
日
高
文
化
協
会
加
盟
団
体
か
ら

推
薦
の
あ
っ
た
方

※
そ
の
他
で
希
望
す
る
方
は
、
要

相
談

展
示
内
容
芸
術
作
品（
絵
画
・
書

道
・
写
真
・
彫
刻
工
芸
等
）や

地
域
活
動
の
紹
介
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
日
高
が
認
め
る
も
の

展
示
期
間
2
週
間
程
度（
応
募
数

に
よ
り
調
整
）

※
作
品
の
展
示
お
よ
び
撤
収
は
、

出
展
者
が
行
う

申
方
日
高
文
化
体
育
館
に
あ
る
出

展
申
込
書
に
記
入
の
上
、
持
参

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
2
月
18
日（
月
）

申
問
N
P
O
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

日
高
☎
・
Ｆ
42

2
5
0
5

神
鍋
高
原
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ウ
ォ
ー
ク

参
加
者
募
集

日
2
月
10
日（
日
）・
24
日（
日
）午

前
9
時
45
分
〜
午
後
1
時

※
両
日
と
も
午
前
9
時
に
道
の
駅

「
神
鍋
高
原
」に
集
合

対象年齢 募集
人数 活動曜日・時間・内容 活動費

（月額）
なかよし広場（０～２
歳児）生後３カ月～平
成23年３月生まれ

25組
毎週金曜日
９：30～11：30・親子活動
11：30～13：00・なかよし
広場開放

2,000円

ワンダーメイト（３歳
児）平成21年４月～平
成22年３月生まれ

20人 毎週水曜日９：30～13：00・体験保育 4,500円

※全活動にプール遊び・運動会・親子遠足・クリスマス会など、
季節の行事も取り入れます。
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※
当
日
の
天
候
な
ど
で
中
止
ま
た

は
コ
ー
ス
を
変
更
す
る
場
合
あ
り

内
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
冬
の
神
鍋
高

原
を
散
歩

料
中
学
生
以
上
1
5
0
0
円
、
小

学
生
以
下
8
0
0
円

※
ガ
イ
ド
料
、
保
険
代
、
レ
ン
タ

ル
代
、
温
泉
入
浴
券
を
含
む

定
50
人

持
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
な
ど
の
防
寒
着
、

帽
子
、
手
袋
、
カ
メ
ラ
、
雪
が

入
ら
な
い
靴（
登
山
靴
な
ど
）、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
靴
下
、
着

替
え
な
ど

※
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
と
ス
ト
ッ
ク
は

主
催
者
で
準
備

申
方
所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
各
開
催
日
の
前
々
日

申
問
兵
庫
・
神
鍋
高
原
ウ
ォ
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

　
☎
45
0
8
0
0
Ｆ
45
1
5
0
1

　
メinfo@

kannabe.info

三
方
保
育
園
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数
臨
時
保
育
士
・
1

人
受
験
資
格
保
育
士
資
格
お
よ
び
幼

稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
方

（
平
成
25
年
3
月
資
格
取
得
見

込
み
の
方
を
含
む
）

採
用
予
定
日
4
月
1
日

申
方
市
販
の
履
歴
書
に
記
入
の
上
、

持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
2
月
15
日（
金
）当
日
消
印
有
効

他
試
験
日
お
よ
び
選
考
内
容
は
、

申
込
者
に
後
日
連
絡

申
問
三
方
保
育
園（
〒
6
6
9

5
3
6
1
日
高
町
栗
山
9
0
1

2
）☎
44

0
6
1
0

講
習・
教
室

第
7
回

豊
岡
市
も
の
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

日
3
月
1
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
市
民
会
館　

4
階 
講
座
室（
立

野
町
）

演
題
「
切
削
加
工
に
お
け
る
バ
リ

の
生
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
抑
制
・

除
去
技
術
」

内
切
削
加
工
を
中
心
と
し
た
バ
リ

取
り
・
エ
ッ
ジ
仕
上
げ
・
表
面

仕
上
げ
技
術

の
基
礎
か
ら
、

バ
リ
の
発
生

メ
カ
ニ
ズ
ム

や
発
生
を
抑

制
す
る
加
工
条
件
、
発
生
し
た

際
の
除
去
技
術
ま
で
を
総
合
的

に
解
説

講
師
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
教
授　

奥
田
孝
一
さ
ん

定
30
人

申
期
2
月
27
日（
水
）

申
問
経
済
課
も
の
づ
く
り
支
援
セ  

ン
タ
ー
☎
21

9
0
2
4

　
Ｆ
22

3
8
7
2

酒
害
教
室

■
第
1
回「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

と
は
？
」

日
2
月
5
日（
火
）午
後
3
時
30
分

〜
4
時
30
分

講
師
医
師　

川
島
啓ひ
ろ

嗣つ
ぐ

さ
ん

■
第
2
回「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
治
療
と
回
復
」

日
2
月
14
日（
木
）午
後
3
時
30
分

〜
4
時
30
分

講
師
医
師　

宮
城
崇た
か

史し

さ
ん

■
第
3
回「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

者
の
心
理
と
家
族
の
問
題
」

日
2
月
21
日（
木
）午
後
3
時
30
分

〜
4
時
30
分

講
師
臨
床
心
理
士　

田
口
久
芳
さ
ん

■
第
4
回「
断
酒
会
・
A
A
会
員
」

を
囲
ん
で

日
3
月
1
日（
金
）午
後
3
時
30
分

〜
5
時

講
師
医
師　

吉
岡
隆り
ゅ
う

一い
ち

さ
ん

共
通
事
項

対
お
酒
を
や
め
ら
れ
な
い
方
、
お

酒
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
家
族

な
ど

※
随
時
受
付

所
公
立
豊
岡
病
院　

3
階　

多
目

的
室（
戸
牧
）

申
問
公
立
豊
岡
病
院
精
神
科
外
来

　
☎
22
6
1
1
1
Ｆ
22
0
0
8
8

豊
岡
市
民
ス
キ
ー
教
室
〜
大
自
然

の
中
コ
ー
ス
を
満
喫
し
よ
う
！
〜

日
2
月
21
日（
木
）午
後
10
時
ご
ろ

出
発
〜
24
日（
日
）

※
車
中
1
泊
、
現
地
2
泊

※
集
合
時
間
・
場
所
な
ど
は
後
日

通
知

所
高た
か

鷲す

ス
ノ
ー
パ
ー
ク（
岐
阜
県

郡
上
市
）

対
ス
キ
ー
中
級
者
〜
上
級
者

定
25
人

料
2
万
7
千
円
程
度

※
ス
キ
ー
レ
ン
タ
ル
代
は
別
途
必

要
申
期
2
月
3
日（
日
）

他
傷
害
保
険
は
、
各
自
で
加
入

申
ア
ク
テ
ィ（
船
町
）、
全
但
ス
ポ

ー
ツ（
京
町
）、
オ
カ
ダ
ス
ポ
ー

ツ
ア
ス
ポ
店（
千
代
田
町
）ま
た

は
ア
イ
テ
ィ
店（
大
手
町
）、
マ

ル
マ
ツ
ス
ポ
ー
ツ（
日
高
町
国

分
寺
）に
あ
る
申
込
用
紙
に
記

入
の
上
、
申
込
み

問
豊
岡
ス
キ
ー
協
会　

今
井
康
人

さ
ん

　
☎
0
9
0
3
2
8
8
7
7
0
3
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相
　
談

こ
こ
ろ
の
相
談
室

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

日
2
月
22
日（
金
）午
後
1
時
〜
4

時
30
分

※
相
談
は
1
人
1
時
間
程
度

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

設（
立
野
町
）

内「
気
分
が
落
ち
込
み
元
気
が
出

な
い
」な
ど
、
心
の
悩
み
を
臨

床
心
理
士
や
保
健
師
に
相
談

※
事
前
申
込
み
必
要

他・
家
族
か
ら
の
相
談
も
可

・
個
人
の
秘
密
は
厳
守

申
問
健
康
増
進
課
☎
24
1
1
2
7

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

日
2
月
16
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6

94

0
6
0
6

そ
の
他

地
籍
調
査
成
果
の
登
記
完
了

　

次
の
区
域
が
、
地
籍
調
査
成
果

に
基
づ
く
登
記
の
書
き
換
え
を
完

了
し
た
旨
、
法
務
局
か
ら
通
知
を

受
け
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○
【
大
字
名
】
岩
井（
該
当
小
字

名
…
河
谷
）

問
地
籍
調
査
課（
日
高
総
合
支
所

2
階
）☎
21

9
0
6
4

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

平
成
25
年
度
追
加
分
受
付

　

平
成
25
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
等
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品
製
造
等

の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
、

ま
た
は
市
と
物
品
納
入
お
よ
び
役

務
の
提
供
等
の
取
引
を
希
望
す
る

業
者（
個
人
事
業
主
を
含
む
）は
、

「
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書（
指

名
願
い
）」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
有
効
期
限
は
、
平
成
26
年
3
月

31
日
）。

　

な
お
、
こ
の
指
名
願
い
は
、
平

成
24
〜
25
年
度
の
2
年
間
有
効
な

た
め
、
平
成
24
年
度
に
登
録
が
済

ん
で
い
る
業
者
は
申
請
不
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
建
設
工
事
で
格
付
け

の
た
め
の
経
審
点
数
へ
の
主
観
点

数
加
算
を
希
望
す
る
場
合
は
、
す

で
に
登
録
し
て
い
る
業
者
で
も
、

申
請
の
受
付
期
間
内
に「
主
観
点

数
加
算
申
請
書
」を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
2
月
28
日（
木
）ま
で
に

提
出
が
な
い
場
合
は
、
平
成
25
年

度
は
主
観
点
数
加
算
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

申
方
申
請
書
に
記
入
の
上
、
持
参

ま
た
は
郵
送

※
詳
細
は
、
提
出
要
領
を
参
照

※
提
出
要
領
・
申
請
書
様
式
は
、

総
務
課
行
政
係
ま
た
は
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
で
配
布（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

申
期
2
月
1
日（
金
）〜
28
日（
木
）

　

必
着

申
問
総
務
課
行
政
係

　

☎
23

1
1
1
6

「
玄
武
洞
公
園
」入
口
園
路
の 

通
行
規
制
解
除

　

平
成
24
年
9
月
か
ら
実
施
し
て

い
た
玄
武
洞
公
園
の
安
全
対
策
工

事
が
完
了
し
た
た
め
、
公
園
に
入

る
園
路
の
通
行
規
制
を
解
除
し
ま

し
た
。

　

た
だ
し
、
白び
ゃ
っ

虎こ

洞ど
う

と
南み
な
み

朱す

雀ざ
く

洞ど
う

は
、
洞
上
部
に
新
た
な
危
険
な
状

況
が
発
生
し
た
た
め
、
し
ば
ら
く

見
学
を
制
限
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
観
光
課
☎
21

9
0
1
6

中
竹
野
地
区
公
民
館
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
用
具
な
ど
を

購
入
し
ま
し
た

　

宝
く
じ
の

助
成
金
で
、

中
竹
野
地
区

公
民
館
に
テ

ン
ト
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
用
具
、

ア
ン
プ
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
や
祭
り
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る
活

動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

活
性
化
に
利
用
し
ま
す
。

問
中
央
公
民
館
☎
21

9
0
5
1

神
鍋
高
原
観
光
施
設（
4
〜
6
月
）

使
用
申
込
受
付

対
象
施
設
神
鍋
高
原
体
育
館
、
神

鍋
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
、
神
鍋
高

原
野
外
ス
テ
ー
ジ

受
付
日
時
・
場
所

○
一
斉
受
付　

3
月
5
日（
火
）〜

7
日（
木
）・
日
高
総
合
支
所
地

域
振
興
課

※
一
斉
受
付
に
係
る
調
整
・
抽
選

会〔
3
月
8
日（
金
）午
前
10
時
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〜
11
時
30
分
・
日
高
総
合
支
所

3
階　

第
3
会
議
室
〕

○
随
時
受
付（
空
き
の
あ
る
も
の

に
限
る
）　

3
月
8
日（
金
）午

後
1
時
〜
・
日
高
総
合
支
所
地

域
振
興
課

申
問
日
高
総
合
支
所
地
域
振
興
課

☎
42

1
1
1
1

小
・
中
学
校
入
学
通
知
書
を

お
届
け
し
ま
す

　

4
月
に
小
・
中
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
へ
、
1
月
末
に「
入
学
通
知
書
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

通
知
書
が
届
か
な
い
方
、
事
情

に
よ
り
指
定
校
以
外
の
学
校
へ
の

入
学
を
希
望
す
る
方
は
、
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
教
育
課
学
務
係

　

☎
23

1
4
5
1

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
の

時
期
変
更

　

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
の

時
期
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

○
変
更
後

追
加
接
種
時
期
初
回
接
種
終
了
後
、

7
〜
13
カ
月
空
け
る（
変
更
前

…
初
回
接
種
終
了
後
、
お
お
む

ね
1
年
空
け
る
）

※
接
種
は
、
予
防
接
種
協
力
医
療

機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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口座 岩手銀行高田支店
（033）　普通2051836

名義
奇跡の一本松保存募
金　代表　陸前高田
市長　戸

と

羽
ば

　太
ふとし

ゆうちょ

口座記号
番号 02290-9-127013

名義 奇跡の一本松保存募
金

月日 担当医師・
住所

2
月

17日（日） 赤松　亮
（九日市下町）

24日（日） 中沢　洋
（出石町本町）

FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52
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　本館の特別図書整理［２月13日（水）～21日（木）］による休館に伴い、全館で図書・雑誌を20冊まで貸し出します（ＣＤ
は10点まで）。
・貸出期間：１月28日（月）～２月10日（日）

－貸出点数20冊のお知らせ－

鬼の本
< 一 般 >

裂
れっ

帛
ぱく

　島津戦記
（歴史群像シリーズ）
（学研）

　戦国時代に鉄砲を駆使した独特の
戦法で九州を席巻し、｢鬼島津｣と怖れ
られた島津家。
　名将ぞろいだった一族が率いた精
強な薩摩軍団のことが詳しく分かる１
冊。

< じ ど う >
だいくとおにろく
松井　直／再話 
赤羽末吉／絵（福音館書店）

　流れがとても速い、大きな川があり、
何度架けても橋が流されてしまいます。
そこで、辺りで一番腕の良い大工が橋
を架けるのを頼まれました。大工が川
の様子を見に行くと鬼が現れて･･･。
　鬼と大工のユーモラスなやり取りが、
美しい絵をより一層引き立てています。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

2月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所2階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

2月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳
児 6 歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 金 11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳

2 土
10：30～ 但東 おはなしのもり（工作：豆入れ）　幼 児
13：30～ 城崎 城崎語りぐさめぐり　閉講式　般

3 日
4 月 出石 出石分館特別図書整理［～６日（水）］
5 火 （休館日）

6 水
10：30～

本館
いっしょにおはなし会　幼

11：00～ おはなしのゆりかご　乳
7 木
8 金

9 土 10：30～

城崎 おはなしランド（工作：かんたんチョコ工作）　児

竹野 テーマであそぼ！｢ドキドキ！プレゼント䙧」
（工作：プレゼントBOX）　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児
10 日
11 月 （休館日）
12 火 （休館日）
13 水 本館 本館特別図書整理［～21日（木）］
14 木
15 金
16 土 14：00～ 但東 切り紙Art（テーマ：ハートのモビール）　般
17 日
18 月
19 火 （休館日）
20 水

21 木 10：30～
日高 絵本の時間（日高子育てセンター）　乳
出石 えほんのとびら　乳 幼

22 金

23 土
10：30～

竹野 おはなしミッケ！　幼 児
日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼
24 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児
25 月 但東 但東分館特別図書整理［～27日（水）］
26 火 （休館日）
27 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

28 木
（休館日） ※本館のみ開館
10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳
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2月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

わいわいコーラス
日　時 12日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

おでかけ広場　於：城崎健康福祉センター

食育講座

おひなさま製作

おでかけ広場　於：合橋地区公民館

日　時 ７日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子遊び、パネルシアター　など

日　時 16日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本、手遊び、簡単おもちゃ作り　など

日　時 20日（水）午前10時～11時30分
対　象 １歳くらいまでの乳児と保護者、妊婦
内　容 保健師の話・親子遊び・計測など

日　時 ６日（水）午前10時30分～正午
対　象 乳幼児と保護者　20組
内　容 お餅つき（社協・公民館との地域交流） 申込期限 ２日（土）

日　時 27日（水）午前10時30分～正午
対　象 平成21年度生まれの幼児と保護者　15組
内　容 おやつ作り 参加費 100円
持ち物 お茶 申込期限 21日（木）

日　時 13日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　15組 申込期限 ９日（土）

日　時 20日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ｢暮らしの安全・安心｣講座

おはなし広場
日　時 ２日（土）、９日（土）、16日（土）、23日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

なかよし広場

なかよしグングン広場　於：豊岡市民プラザ　ほっとステージ

パパと遊ぼうデー  ～パパの絵本大作戦～

おやこっこ運動遊び

そとあそび広場　於：しばっこ広場（アイティ７階）

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ

日　時 ①１日（金）、６日（水）、14日（木）、21日（木）午前10時15分～
②28日（木） 午後１時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 雪遊び（または、戸外の遊び、子育て相談＆子育て情報　など）
その他 悪天候時は中止

日　時 ①ほっとたいむ ４日（月）、28日（木）午前11時～
②おやこふれあいたいむ 25日（月）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

絵本の読み聞かせの会

おでかけ広場　於：八代地区公民館

おでかけ広場　於：弘道地区公民館

絵本の読み聞かせ＆折り紙製作

なかよし広場

パパと遊ぼうデー｢親子遊び｣

日　時 21日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 ７日（木）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び

日　時 20日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊び、交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）、子育て支援ボランティア

日　時 15日（金）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳以上の幼児と保護者
内　容 子どもの集団遊び、自由遊び、保護者同士の交流など
スタッフ 保育士、保健師、歯科衛生士、看護師

日　時 24日（日）午後１時30分～３時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）　20組
内　容 絵本の読み聞かせ、読み聞かせのコツの伝授
講　師 NPO法人　ファザーリング・ジャパン関西　椹 英直さん 申込開始 ７日（木）

日　時 ６日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ、季節の折り紙製作

日　時 22日（金）午後１時30分～２時45分
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　　先着20組
講　師 こども育成課 仲義 健、西松夕紀子 申込開始 ８日（金）

日　時 ３日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 親子運動遊び 講　師 こども育成課　仲義 健

豆まき

パパと遊ぼうデー

手遊び・ふれあい遊び

２月の子育ち＆親育ち講座　於：豊岡市民プラザ　練習室

日　時 ５日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 体や心の中にいる鬼を退治しましょう

日　時 ９日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 お父さんと乳幼児（家族みんなで来てください）
内　容 体を動かして温まろう‼

日　時 ７日（木）午後１時30分～３時
対　象 １歳の幼児と保護者　　25組
内　容 手遊び、親子遊び、お母さん同士の交流など
申込開始 30日（水）

日　時 ８日（金）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
テーマ 時間のやりくり上手が子どもの自己肯定感を高める
申込開始 30日（水）

おでかけ広場　於：竹野南地区公民館
日　時 20日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！日　時 14日（木）午後１時30分～３時
対　象 子育て中の親子　先着20人
内　容 ペットボトル・カーを作ろう、お母さん同士の交流 申込開始 ４日（月）

お母さんの手作り広場Ⅳ

広報とよおか　2013.1.2535



施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■第99回サロンコンサート
　豊小金管バンドクラブ　ミニ・コンサート
　～春に向かって、さぁ行こう！～
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度コンサートを開催しています。

■『祈り－1945』平和を願う朗読劇･豊岡
2013｢読み手｣募集

　ヒロシマ･ナガサキの原爆の記録から、手記や詩歌
を構成したオリジナル台本で上演する朗読劇の上演
に、取り組む｢読み手｣を募集します。

■スターダスト･レビュー
　ライブツアー「Ｂ.Ｏ.Ｎ.Ｄ.」
　精力的なライブパフォー
マンスで圧倒的な人気を博
すスターダスト･レビュー
の全国ライブツアー

■但馬夢シナリオ地域づくり活動応援事業
　｢まちと芸術を結ぶフェスティバルを考える｣
　セミナー

■プラザ　シネマ・シネマ
　1950年代から60年代の名作４本をお届けします。

　３月16日（土）
　　開演17：30（開場17：00）
◇入場料　全席指定6,500円（当日券は500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　３月８日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　２月６日（水）　開講19：00
◇場　所　城崎大会議館
◇講　師　橋本裕介さん

舞台芸術プロデュー
サー
現代演劇、コンテ
ンポラリーダンスのカンパニー制作
業務や、京都芸術センター事業「演劇計
画」などの企画・制作を手がける。2010
年から「京都国際舞台芸術祭」KYOTO 
EXPERIMENTを企画、プログラム・ディ
レクターを務める

◇受講料　無料　◇定　員　30人
◇申込期限　定員に達するまで

　２月２日（土）・３日（日）
◇場　所　ほっとステージ
◇内　容　２日（土）10：00～｢雪之丞変化」
　　　　　　　　　13：30～｢暁の脱走」
　　　　　３日（日）10：00～｢悪名」
　　　　　　　　　13：30～｢隠し砦の三悪人」
◇入場料　１作品500円（全作品共通１回限り有効）
　　　　　２作品鑑賞券800円
◇チケット発売中

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

　２月23日（土）　開演11：00
◇場　所　交流サロン
◇出　演　豊岡小学校金管バンドクラブwith太田博章

（おうたのおじさん）とその仲間たち
◇内　容　金管楽器の演奏、ギター弾き語り
◇曲　目　｢キューティハニー｣｢夢をかなえてドラ

えもん｣｢さぁ、行こう！｣ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用してください。

◇活動内容・平和を願う朗読劇の上演と取り組み
　　　　　・小・中学校での公演
　　　　　・関連写真展等の実施
◇活動日　４月から活動開始（平日夜週１回程度）
◇開催場所　豊岡市民プラザ、各小･中学校など
◇応募資格　高校生以上
※高校生は、保護者の同意必要
◇定　員　20人程度
◇申込方法　所定の応募用紙またははがきなどに

住所、氏名、年齢、性別、電話番号を
記入の上、持参、郵送、またはファッ
クスで申し込みください。

◇申込期限　３月31日（日）

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
ひぼこホール、図書館本館･但東分館、城崎･竹野･
日高地区公民館でも購入できます。

■平成24年度兵庫県地域づくり活動基
盤整備事業 プラザdeセミナー第９回
「ＮＰＯ事業計画作成講座｣受講生募集
　ＮＰＯ運営に欠かせない事業計画について分かりや
すくレクチャーします。
◇日　時　２月16日（土）13：00～16：00
◇場　所　豊岡市民プラザ　
◇対　象　ＮＰＯなどの起業を検討している方、事

業計画を作成したい団体など
◇定　員　20人程度
◇参加費　無料
◇申込方法　所定の応募用紙またははがきに氏名（団

体名）、電話番号を記入の上、持参、郵
送、またはファックスで申し込みくだ
さい。

◇申込期限　定員に達するまで
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平成25年１月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳+外国人登録総数）

2月の主な行事
FEBRUARY

平成25年

15（金）なかよしグングン広場
（９：30～豊岡市民プラザ）

16（土）パパと遊ぼうデー
（10：30～出石子育てセンター）

17（日）田んぼの学校
（９：30～コウノトリ文化館周辺）

第３回市民防災学習会
（13：00～じばさん但馬）

T-フレンズこどもまつり
（13：00～五荘地区公民館）

18（月）
19（火）グループ発表会

（10：00～竹野子育てセンター）

20（水）なかよし広場
（９：30～豊岡子育て総合センター）

21（木）なかよし広場
（10：30～城崎子育てセンター）

22（金）
23（土）第99回サロンコンサート

（11：00～豊岡市民プラザ）

24（日）とよおか津居山港かにまつり
（８：30～津居山港小島岸壁）

山陰海岸ジオパーク神鍋高原スノーシュー
ウオークⅢ（９：45～道の駅｢神鍋高原｣発）
パパと遊ぼうデー

（13：30～豊岡子育て総合センター）

25（月）
26（火）愛育班と交流会

（10：00～竹野子育てセンター）

27（水）
28（木）かに雑炊・たる酒のサービス

（９：30～JR城崎温泉駅前）
第６回特別展　鳥―ヒトとトリの考古学―

（但馬国府・国分寺館、～５月７日）

ひ
と
り
ご
と

1（金）第28回企画展｢袴
は か ざ

狭遺跡は但馬国府か!?｣
（但馬国府・国分寺館、～26日）

第59回企画展｢モンゴル写真展｣
（日本・モンゴル民族博物館、～４月2日）

2（土）プラザ　シネマ・シネマ
（10：00～、13：30～豊岡市民プラザ、～３日）
ソフトボールクリニック
（小・中学生の部14：00～県立但馬ドーム）

3（日）ソフトボールクリニック（高校生の部９：
00～、一般の部13：00～県立但馬ドーム）
パパと遊ぼうD

デ ー
AY！

（10：30～日高子育てセンター）

4（月）
5（火）豆まき（10：00～竹野子育てセンター）

6（水）おでかけ広場（10：30～城崎健康福祉センター）
但馬夢シナリオ地域づくり活動応援事業

（19：00～豊岡市民プラザ）

7（木）おでかけ広場（八代）
（10：15～八代地区公民館）

8（金）
9（土）人権　音楽とお話のつどい

（13：30～豊岡市民プラザ）

10（日）山陰海岸ジオパーク神鍋高原スノーシュー
ウオークⅡ（９：45～道の駅｢神鍋高原｣発）

11（月）建国記念の日
12（火）
13（水）豊岡ノーマイカーデー（市全域）

おひなさま製作
（10：30～城崎子育てセンター）

14（木）
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◯F1

合　計 男　性 女　性 世帯数
87,474人（－44人） 41,928人（－25人） 45,546人（－19人） 32,632世帯（+4世帯）
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桜井　勉 （1843～1931）
出石町出身　政治家、官僚、郷土史家

1843年　出石町伊木に生
まれる

1850年　７歳　藩学弘道
館に入学する

1868年　25歳　鳥羽伏見
の戦に遭遇し、
藩主に従い上京
する

1870年　27歳　出石藩大参事となる
1871年　28歳　東京詰を命じられ、出石県権

大参事となる　出石県が廃され松山
県権参事となる

1873年　30歳　租税権助に就任する
1875年　32歳　気象測候所の創設をはかる
1878年　35歳　地理局長となる
1879年　36歳　山林局長就任、官林調査およ

び作業を推進
1881年　38歳　内務大書記官となる
1889年　46歳　徳島県知事となる
1890年　47歳　妻八重死亡（40歳）
1894年　51歳　日清戦争起こる　兵庫県第９

区選出衆議院議員に当選する
1896年　53歳　山梨県知事となる
1897年　54歳　台湾新

しん

竹
ちく

県知事となる
1901年　58歳　内務省神社局長となる
1902年　59歳　退職
1922年　79歳　「校補但馬考」を出版する
1931年　88歳　10月12日逝去

　代々出石藩の儒官を務める家に生まれ、
７歳で藩校である弘道館に入学し英才教
育を受けました。その後は、江戸や伊勢
などで教養を深め、明治新政府で内務に
携わりました。租税権助就任時には、山
陰・山陽地方における地租改正の統括、
山林局長時には、森林行政の基礎構築な
どさまざまな業績を挙げました。

日本の天気予報創始者
　忘れてはならない業績の一つに、気象測候所創設が
あり、天気予報の父とも呼ばれています。気象観測や
天気予報が人々の生活に大きな関係があることを痛感
した桜井は、各地方に働きかけ測候所の創設を推し進
め、全国に気象観測網の基礎を築きました。

「校補但馬考」執筆
　退職後は、出石の自宅で悠々
自適の生活を送りながら教育な
どの振興に尽くし、特に但馬の
郷土史研究の基礎となった「校補
但馬考」の執筆に心血を注ぎまし
た。この著書は、曾祖父が著し
た「但馬考」をもとに、800冊にも
のぼる書類や資料を参考に作成
した一大著述です。

兵庫県の成り立ちに関わる
　1876年、桜井は当時の内務卿

きょう

　大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

に呼ばれ、
政府内部で内定していた鳥取県と豊岡県の合併につい
て意見を求められました。そこで「但馬と因

い な ば

幡（現鳥取
県）の間は山

さん

鹿
ろく

険しく往来が不便であるため豊岡県は、
飾磨県（現播磨地方）と合併させる方が適切である」と進
言し、但馬地方が兵庫県に編入されるきっかけを作っ
たのです。
　このことは、但馬が兵庫県の中で辺地に位置するた
め、他の地域に比べ開発が遅れる原因となったとする
否定的な意見が存
在する一方、兵庫
県の財政力により
但馬で多発した水
害や震災などの災
害復興や治水工事
が大規模かつ迅速
に行う事ができた
という肯定的な意
見もあります。

　私たちの暮らしの発展に尽くし、近代日本の礎を築いた人、スポーツ・芸術の普及発展に心血を
注いだ人など、豊岡にはさまざまな先人たちの心が息づいています。
　その先人たちに学び、志を引き継ぎましょう。

　《問合せ》文化振興課☎23-1160

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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明治の新国家設立に尽くした政治家　桜
さ く ら

井
い

　勉
つ と む

▲桜井が活躍していたころ（1887年）
に建てられた旧出石郡役所「明治館」
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